アレクサンドロス大王の空中飛行 その美術作品カタログ by 越 宏一
アレクサンドロス大王の空中飛行 その美術作品カ
タログ
著者 越 宏一
雑誌名 国立西洋美術館年報?
巻 10
ページ 22-73
発行年 1977-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1263/00000523/
アレクサンドロス大王の空中飛行　　一その美術作品カタログ
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駅θεレε1ζτδレστρατδレ（αδτoδ）．Obrc6τe　　　　　「①すると突然，人間の姿をした一羽の
0加πρOσiθετO　dδひvciτoeg己πexεeρεZレ．　　　　　　鳥が現われ，彼に言う。＜［　］アレク
　　（Paris，　Bib1．　Nat．，　Cod．　supp1．　gr．　l　l　3）　　　　サンドロスよ，［　］地上のことも知ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないで，どうして天上のことを探究しよ
　　　　　　　　　　　　　　しるし「①アレクサンドロスはこれらの徴によ　　　　　　うと望むのか。さあ早く地上に引き返し，
って，そこに大地の果てがあると悟った。　　　　　これらの鳥どもの餌食にならぬようにし
④（文意不明）彼は（再びそのアーチ門　　　　なさい。〉⑦そしてまた［　］言う。〈［
　　　　　　　のみに）次のように馨を用いて彫り込んだ。　　　　　　　］大地を見下ろしなさい。〉そこでアレ
⑧福者達の国に入ろうと欲する人々は右　　　　　　クサンドロスは恐れを抱きながら見下ろ
手を歩め。［　］⑳さて彼はその場所で，　　　　　した。すると見よ，彼は大蛇が環を作っ
鳥どもの中から二羽を捕えるように命じ　　　　　ていて，その蛇の環の中に［　］円板が
た。それらは実に大きな鳥で，［　］　　　　　あるのを認めた。⑪するとその出会った
すばらしく丈夫で，しかもおとなしかっ　　　　　者が彼に言う。〈汝はあれが何か分かる
た。⑳だから人間達を見ても逃げなかっ　　　　　　か。あの円板が世界である。あの蛇は海
た。そこで兵士達の幾人かは，鳥ども　　　　　で［　］，世界を取り巻き，大地［　］
の肩に跨った。⑳すると鳥どもは［　コ　　　　　を巡っているのだ。〉⑮そこで彼は天上
乗せて飛翔した。3．3鳥どもは野獣を餌食　　　　　　の摂理からの勧告に従って引き返し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みちのりにしていた。そこで［　コ鳥どもはたく　　　　　　（彼の）陣営から七日間の道程離れた地点
さん，死んだ馬を求めて人間達の方にや　　　　　に降りた。［　］⑳さて彼はその土地に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サトラベ－スってきた。⑲彼等の中の二羽をアレクサ　　　　　　自分が任命した総督を置いていた。そ
ンドロスは捕えて，三日の間［　］餌を　　　　　　して彼のもとから三百の騎兵を得て，彼
食べさせぬように命じた。⑬さて三日目　　　　　等と共に進んで，（彼の）軍隊に到着した。
に木材を輻そっくりに組み立てて，これ　　　　　　彼はもはや二度と不可能な事柄を企てよ
を鳥どもの頸に結びつけた。⑱それから　　　　　　うとは思わなかった。」
［　］。［　］彼は（範の）真ん中に乗　　　　　　（偽カリステネス『アレクサンドロス物語』
り込み，長さ［　］ペーキュスの槍を持　　　　　　　　　　　　　第II章41節より）1）
っていたが，その上の方には［　］肝臓　　　　　　　　　　　　．
がついていた。⑩さて鳥どもが［　］肝
臓を食べようとして，飛び上がるとすぐ　＊箋罷轟麟撫∵夏膝蕪駕∫繋
に，彼等と一緒にアレクサンドロスも大　　　　　　「西洋中世美術における世俗的主題の研究」の一部を
空高く上がっていった。［　］⑮彼は　　　　　　なすものである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　本稿25および30頁参照。［　］空気と［　］鳥ども［　］から生
ずる寒気のために激しく身を震わせた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して集大成された。中世のアレクサンドロス　　　　　　　　　　II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文学3’，が拠所としたのはまさに，大王に関す
　西洋中世世界において最も人気があった占　　　　る古代の歴史的な著作（例えば，プルタルコ
代文学・古代史上の人物は，疑い無く，ギリ　　　　スの『英雄伝』Vitae　Parallelaeやアリアノ
シア世界帝国の建設者アレクサンドロス大王　　　　スの『アレクサンドロス遠征記』’Avctβarσζg
（356－323B．C．）である，アキレゥスやオデュ　　　　’AZεξdvδρov）ではなく，この空想的な『ア
ッセウス，カエサルやアウグストゥスも，中　　　　レクサンドロス物語』であった。西洋中世美
世文学・美術において演じたアレクサンドロ　　　　術におけるアレクサンドロス大王も，歴史上
ス大王の役割とは比較できない。実に，アイ　　　　の人物というより，むしろ一定の概念の担い
スランドからインドネシアのスンダ列島に至　　　　手として，あるいは，中世人の空想の対象と
るまで，35ヵ国語による80以上の文学作品が，　　　して登場している。この点で中世美術の作例
この偉大なマケドニア王の生涯とその英雄的　　　　は，アレクサンドロス大王とダリウス3世と
行為を称えているのである2、。　　　　　　　　　　の戦いを表わしたモザイク（ナポリ国立美術
　中世におけるアレクサンドロス大王の人気　　　　館）や《アレクサンドロスの石棺（イスタン
には，幾つかの理由が考えられよう。彼は，　　　　プール考古学博物館）をはじめとする，歴史
彗星の如く現われて数々の軍事上の成功を収　　　　人物としての大王を扱った古代美術の作例4）
めながら若死した歴史上の人物であるが，特　　　　とは大きく異なるのである。
にペルシアやインドの戦役における様々の珍　　　　　西欧中世における古代のアレクサンドロス
しい冒険潭は，死後間もなく伝説化され，　　　　文学の受容は，東方に対する関心が高まった
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマンス3世紀に至って『アレクサンドロス物語』と　　　　十字軍時代に特に著しいが，もともとキリス
（2）H．Buntz，　Die　deutsche　Alexanderdichtung　des　　　　　　は高められて，その心おごれり。彼は，はなはだしく
　　Mittelalters，　Stuttgart　l　973，　S．1．　　　　　　　　　　　　　強き軍隊を集めて，諸国，諸民，諸王を治め，彼らは
（3）P．Meyer，　Alexandre　le　Grand　dans　la　littξrature　　　　　　みな彼にみっぎを納めたり。
　frangaise　du　moyen　age，　Paris　I　886．　　　　　　　　　　　　　この後，かれ病にかかりしが，自ら死の近づけるを
（4）　これにっいてはPFIsTER　S．330　ff．を参照。　　　　　　　　悟りぬ。ここにおいて，彼はその若きときよりおのれ
（5）　「キ・テムの地よりいで来たれる，ビリポの子，マ　　　　　　と共に育てられし，いと尊ばれおる臣下を召し，彼の
　　ケドニヤびとアレキサンドロスは，ペルシャびとおよ　　　　　　なお生きおる間にその国を彼らに分かちたり。かくて，
　びメデアびとの王ダリウスを討ちし後，彼に代わりて　　　　　　アレキサンドロスは十二年の間世を治めて死ねり。
　王となれり。（彼はさきにギリシャの王となりし者な　　　　　　　その臣下ら，おのおの，おのが領地にて民を治めた
　　り）。彼は多くの戦いをなし，とりでを奪い，地の王　　　　　　り。彼の死後，彼らはみな王冠をいただきしが，彼ら
　たちを殺し，地の果てにまで至りて，多くの国々の民　　　　　　の子らも多くの年の間，そのごとくなして地上に多く
　を略奪せり。かくて地，彼の前に穏やかとなるや，彼　　　　　　の悪をなしぬ。」（『アポクリファー旧約聖書外典一a，
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ト教中世にとっては，アレクサンドロス大王　　　　な影響を及ぼした『アレクサンドロス物語』
は聖書に言及されていて，従って肯定的であ　　　　は，比較的遅く・大王の死後600年以上たっ
れ，否定的意味合いにおいてであれ，キリス　　　　た3世紀にアレクサンドリアのギリシア人に
ト教救済史上，一定の位置を占めているとい　　　　　よって著わされた。この作品の著者は15世紀
うことも，大王の永続的な人気の原因として　　　　以来，伝統的に，大王の遠征に従軍した歴史
見逃せない。彼は，旧約聖書マカベア第一書　　　　家カリステネス（370－327B・C・）とされてい
（1，1＿8節）51に述べられているのみならず，　　　　るが，それが全くの誤りであることは周知の
四つの世界帝国についてのダニエルの夢をは　　　　通りである。この偽名のカリステネスPseudo一
じめとする幾つかの話（ダニエル書VII，17；　　　Kallisthenes7、の『アレクサンドロス物語』に
VIII，5－21；XI，3以下）もアレクサンドロ　　　　は，少なくとも五つの，先行する文献が利用
ス大王に関係づけられるのである6。　　　　　　　されていることが近年の研究により明らかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されている8）。
　　　　　　　　　IH　　　　　　　　　　　　　　今日，偽カリステネスのギリシア語原本自
　ところで，アレクサンドロス大王の伝説的　　　　体は伝えられていないが，幾つかのリセンシ
な物語は，一体どのようにして西欧中世の人　　　　・ン（α，β，γ，δなど）に分類できる多数の
々に伝えられたのであろうか。　　　　　　　　　　後代の写本が現存している％　しかしながら，
　大王の生存中すでに口伝による伝説物語の　　　　西欧中世のアレクサンドロス文学の源泉とな
伝統が始まり，そこからやがて最初の小規模　　　　ったのは，それらの偽カリステネスのギリシ
な著作が幾つか生まれたものと思われるが，　　　　ア語本ではなく，その二種類のラテン語訳，
中世のアレクサンドロス文学にきわめて大き　　　　すなわち，ユリゥス・ヴァレリゥスJulius
　　日本聖公会出版部，1968年による）　　　　　　　　　　　　　Idem，　Classical　Mythology　in　Byzantine　Art，
（6）　これについては聖ヒエロニムスの注釈を参照。　　　　　　Princeton　1953，　S．102　ff．　u。　Fig．108－11；Idem，
　　Hi，，。nym．，　C。mm．　in　Dani・1・m　（Mig・・，　P．　L，　　A・・i・nt　B・・k　lll・mi・・ti・n・C・mb・idge・Mass・
　　XXV，　Sp．529飢）．　　　　　　　　　1959・S・　1・5飢；D・J・A・R・ss・Olympias　and　the
（7）偽力，。テネ…ついては，K．　Zi・g1・・und　W．　　S・・p・n・・th・1・…p・e・・ti・n・f・Baalb・k　M°saic
　　S。nth，im，，，　D，，　k1，ine　P。uly，・St・ttg・・t・1969，・III，　　and　th・D・t・・f　th・illu・t・at・d　P・eud°－Cal－
　　S。86　f．を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　listhenesjn：Journal　of　the　Warburg　and　Cour－
（・）A愚、諜謙膿冒1蹴e湘鷺　躍二蹴麟路撒鵬，・写本は次
　　、i、．，S．3．　　　　　　　　　　　の2点であるが・両方と腔中飛行の挿絵を含まない・
（9）古代糊にすで・・挿絵入りの偽…テネ・写本が　　・・fi・・d・B・d1・i・n　Lib・・C・d・B…cci　17（13世紀）；
　　存在したという推定に関しては次の文献を参照。　　　　　　　　Venezia・San　Giorgio　dei　Greci（14世紀）・
　　K．Weitzmann，111ustration　in　Roll　and　Codex，
　　Princeton　1947，　S．145　f．，188，196，　u．　Fig．134；
Valeriusによる『マケドニアのアレクサンド　　　ンス語散文体アレクサンドロス物語』Der
ロスの業績』Res　gestae　Alexandri　Macedonis　　　altfranz6sische　Prosa－Alexanderroman15）は，
（4世紀前半）1°），および，ナポリの主席司祭　　　　12世紀後半のHistoria　de　Preliis　I2から派生
レオLeoの『アレクサンドロス大王の出生と　　　　したものである）。
勝利』Nativitas　et　victoria　Alexandri　Magni
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IVregls（9世紀後半）11）であった。
　ただし，これら二つのラテン語訳も，その　　　　　このようにラテン語訳を介して西欧世界に
当初の形で西欧世界に伝播したわけではなか　　　　伝えられた偽カリステネスの『アレクサンド
った。ヴァレリウスのラテン語訳が，9世紀　　　　ロス物語』中，西洋中世美術史上最も重要な
に作られたその『抄録』Epitome12）によって　　　　役割を演じたエピソードは，「アレクサンド
西欧のアレクサンドロス文学（例えば，12世　　　　ロス大王の空中飛行」16）である。西欧では13
紀・フランスの『ロマン・ダレクサンドル』　　　　世紀以降，ラテン語やフランス語・ドイツ語
群Roman　d’Alexandre13））に影響を及ぼした　　　　で書かれた，偽カリステネス系の挿絵入りア
のと同様に，ナポリのレオのラテン語訳も，　　　　レクサンドロス物語写本が多数制作されたが
11世紀以降に作られた三種類の改定版His－　　　（本稿作品カタログ52－68，83，84番参照），
toria　de　Preliis　li，12，1314）を通じて西欧世界　　　　空中飛行の場面はこれらにおいては言うに及
に広まっていったのである（例えば，本稿力　　　　ばず，ヤンセン・エニーヶルJansen　Enikel
タログ篇に挙げられている13世紀の『古フラ　　　　のB世界年代記』Weltchronik（1277年以降，
（10）　B．KUbler，　Iuli　Valeri　Alexandri　Polemi　Res　　　　　（12）　J．　Zacher，　Iulii　Valerii　Epitome，　Ha11e　I　867．
　Gestae　Alexandri　Macedonis　translatae　ex　Aesopo　　　　（13）The　Medieval　French　Roman　d’Alexandre，
　Graeco，　Leipzig　1888．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Elliott　Monographs），　Princeton　1937　ff．
（11）　F．Pfister，　Der　Alexanderroman　des　Archi－　　　　（14）　A．　Hllka，　Der　altfranz6sische　Prosa－Alexander－
　presbyters　Leo，　（Sammlung　mittellateinischer　　　　　　　roman　nach　der　Berliner　Bilderhandschrift　nebst
　Texte　6），　Heidelberg　l913．　　　　　　　　　　　　　　　　　　dem　lateinischen　Original　der　Historia　de　prelliis
　ナポリのレオは，その前置きに述べているように，10　　　　　　（Rez．12），　Halle　l920．
　世紀中葉コンスタンチノープルに赴き，同市でアレク　　　　（15）Ibid．
　サンドロス大王物語のギリシア語写本の写しを作製し　　　　（16）　この物語の起源（特にユダヤのタルムード文学，あ
　てイタリアに持ち帰った。彼は帰国後（968／69年頃），　　　　　　るいはバビロニアのエタナ神話との関連）にっいては，
　そのラテン語訳を作った（オリジナルは現存せず）の　　　　　　次の文献を参照。
　であるが，そのもととなった写本は，ヴァレリウス訳　　　　　　　Th．　N61deke，　Beitrage　zur　Geschichte　des　Alex一
　に使われた，偽カリステネスの原本に最も近いリセン　　　　　　anderromans，　in：Denkschriften　der　Kais．　Akad．
　ションαとは別のリセンシ。ン（δ）に属するものであ　　　　　　der　Wissenschaften　in　Wien，　PhiL－Hist，　Klasse，
　る。
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作品カタログ69番以下参照）lhや，ドイツ語　　　　ば魔除けのシリーズ中の一場面として，教会
のr歴史聖書』Historienbibel（作品カタログ　　　　堂の壁面その他に表わされた（作品カタログ
77－80番参照）18）を初めとする各種のテキス　　　　11－13番参照）22）。
トの写本におけるアレクサンドロス大王に関　　　　　西欧世界においても，このような肯定的な
するセクションの挿絵としても描かれている。　　　意味合いで表現された作例が見出されないわ
その上，空中飛行のテーマは，これと対をな　　　　けではない。例えば，ゾエストの聖バトロク
す海中旅行のエピソード19）の場合と違って，　　　　ルス教会に所蔵されている12世紀の刺繍作品
写本においてのみならず，しばしば中世の教　　　　　（かつて聖遺骨のクッシ。ンとして使われて
会堂を飾る浮彫や床モザイクなど，モニュメ　　　　いたもの。作品カタログ87番参照）および，
ンタル美術にもその作例が見出される20）。海　　 マトリーチェ（南イタリア）のサンタ・マリ
中旅行の話には，単なる伝説あるいは作り話　　　　ア・デラ・ストラーダ教会南入口のリュネッ
以上のものに解釈されるような要素が欠けて　　　　ト浮彫（12世紀，作品カタログ29番参照）で
いるのに対し，空中飛行の話は様々に解釈さ　　　　は，空中飛行の場面はアグヌス・デイAgnus
れる可能性を多分に含んでいたからである。　　　　Dei（神の子羊）と対をなして表わされてい
　例えば，ビザンチン世界ではアレクサンド　　　　る。つまり，アレクサンドロス大王の昇天場
ロス大王は常にビザンチン皇帝の手本　　　　面によって，キリスト者はアグヌス・デイが
（rcdAogβcraeZεbg）であり，空中飛行のエピソ　　　　象徴する天国に入れるという教義がここでは
一 ドは勝利のシンボルとみなされ21），しばし　　　　図解されているのである23）。
　XXXVIII，1890，　S．26；M．　Lidzbarski，　Zu　den　　　　（20）偽カリステネス系のアレクサンドロス物語において，
　Arabischen　Alexandergeschichten，　in：Zeitschrift　　　　　　空中飛行の直前に述べられている「海中旅行」を表わ
　fthr　Assyriologie，　VIH，1893，　S．266；MILLET　S．　I　l　1　　　　　　すモニュメンタルな作例としては，筆者の知る限り，
　ff’；SETTIs－FRuGoNI　S．133　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　ローマのパラッツオ・ドーリアにある15世紀・フラン
（17）Jansen　Enikels　Weltchronik，　hg．　von　Ph．　　　　　ドルのタピスリー（作品カタログ88番参照）が挙げら
　Strauch，　in：Monumenta　Germaniae　Historica，　　　　　　れるにすぎない。
　Deutsche　Chroniken　1，1，　Hannover　1892；Ross　　　　　（21）　H．J．　Gleixner，　Das　Alexanderbild　der　Byzanti－
　1971S．80　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ner，　Diss．　MUnchen　1961；H．J．　Gleixner，　Alexan－
（18）」．F．　L．　Th．　Merzdorf，　Die　deutschen　Histori－　　　　　　der　der　GroBe，　in：Reallexikon　zur　byzantinischen
　enbibeln　des　Mittelalters，　TUbingen　1870；Ross　　　　　　Kunstgeschichte，　Bd．1，　Stuttgart　I963，　Sp．96　ff．
　1971S．107　ff．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）　A．　Grabar，　L’Art　profane　en　Russie　pr6－
（19）　A．Hilka，　op．　cit．，　S．　xxxviii－xLi；D．J．A．　Ross，　　　　　　mongole　et　Ie（ごDit　d’lgor》，　in：L’art　de　la　fin　de
　Alexander　and　the　faithless　lady：asubmarine　　　　　　1’antiquit6　et　du　Moyen　Age，1，　Paris　1968，　S．301
　adventure，　London，　Birkbeck　College，1967．　　　　　　　　　　　ff．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）　SETTIs－FRuGoNI　S．298　ff・
27
　空中飛行のテーマはしかしながら，南イタ　　　　ト・フォン・アドモントGottfried　von　Ad．
リアのオトラント大聖堂およびトラニ大聖堂　　　　montは，アレクサンドロスをアダムとエヴ
の床モザイク（共に12世紀，作品カタログ27　　　　アを誘惑した悪魔（へび）と比較し27＞，フラ
・28番参照）の場合に見られるごとく，西欧　　　　ンスのスコラ哲学者ユゴー・ド・サン・ヴィ
中世では概して・あらゆる悪徳の元であるス　　　　クb一ルHugo　de　Saint　Victor（1096－1141）2s）
ペルビアSuperbia（傲慢・思いあがり）のシ　　　　が引用したイザヤ書の一節（XXIV，13－14）29）
ンボルとみなされる傾向にあった24’。この見　　　　を挙げて反キリストの先駆者たるアレクサン
方が，アレクサンドロス大王に関する聖書の　　　　ドロス大王のスペルビアを強調しているので
記述（マカベア第一書1，1－8）25に影響され　　　　ある3°’1。しかも興味深いことに，南イタリア
たものであることは明らかである。すでに5　　　　のトラニ大聖堂の床モザイク（12世紀，作品
世紀初頭，パウルス・オロシウスPaulus　Oro・　　　カタログ28番参照）やバーゼル大聖堂内陣周
siusはその著『反異教占代史』Historiarum　　　　廊の柱頭浮彫（12世紀後半，作品カタログ33
Adversus　Paganos　Libri　Septem第3章にお　　　　番参照）では事実，アレクサンドロスの空中
いて，アレクサンドロスを反キリストの先駆　　　　飛行はアダムとエヴァの原罪の場面と対比さ
者とみなしているが，彼同様，12世紀の神学　　　　れて表わされている。
者たちも否定的なアレクサンドロス観を表明　　　　　このような一定の道徳的概念の担い手とし
している261。例えば，修道院長ゴットフリー　　　　てアレクサンドロス大王の空中飛行が表わさ
（24）　これについては次の文献を参照。　　　　　　　　　　　　（26）　これについてはSETTIs－FRuGoM　S．241　ff．を乏照。
　GoLDscHMIDT　S．72；LooMls　S．184；J．　Sauer，　　　　（27）　Gotifredi　Abbatis　Admontensis　Homiliae　in
　　Symbolik　der　Kirchengebtiudes　und　seine　Aus－　　　　　　Scripturam，　Hom．　XV（Migne，　P．L．，　CLXXIV，
　stattung　l・d・・A・ffassung　d・・Mitt・1・lt・・s，2・　　　Sp．　1130・f．）・P…h・c〃・m・n・Al・xand・i，　qu。d・1。，ans
　A・fl・・F・eibu・g　i・B・・1924・S・439；MA．LE　S・270・f・　　　ang・・ti・m　i・terp・et・t・・，　n・n　inc・ng，u，　d，a，。　i〃e，
　　なお，西欧中世におけるアレクサンドロス像の変遷に　　　　　　serpens　antiqUUS，　qui　vocatur　diabolUS　et　Satanas，
　　ついては次の文献を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　accipitur，　qui，　ex　qUO　primum　hominem　in　paradiSO
　E．Grammel，　Studien　Uber　den　Wandel　des　A且ex－　　　　　per　inoboedientiam　seduxit，　tam　inextricabiles
　ander－Bild・・i・d・・d・ut・ch・n　Di・htung　des　12・　　　ang・・tias　et　1・b・res　i・itia・it　ac　l。，a，it，　ut。m。i
　und　13・J・h・hund・・t・・Diss・F・ankf・・t・・M・1931；　　　P・sterit・ti・Ad・・　numquam　qu・tidianae　ang。、tiae　et
　HUBNER　S・32　ff’；cARY　S・77　ff・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　labores　deessent　aut　desint，　quamdiu　ho〃10　vivit
（25）聖書のこの個所に関する中世の解釈にっいては，　　　　　　　suρer　terram．
　Fulgent．　De　aetatibus　mundi　et　hominis　X，　xxxvH－　　　　（28）　Hugo　de　Sancto　Victore，　A〃egoriae　in　Vetus
　xL（cARY　S・369　f’）；H・abanu・M…u・・C・m－　　　Test・ment・m，　X1（Mig・・，　P．L．，・・1．　CLXXV，　Sp．
　mentaria　in　libros　Machabeorum，1，1（Migne，　P　L．，　　　　　　749　f，）：quis　inquam　per　iUum　significatur　nisi
　CIX・Sp・1127鋤を参照・　　　　　　　　　di・b・1us　q・i　dixit’‘ln　c・・1…n・cend。m；sUper
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れたケースは多いが，しかし西欧中世の作例　　　　定的であったと言える。ドイッのアレクサン
すべてが何らかの象徴的意味を持つとは限ら　　　　ドロス文学において重要な役割を演じた各種
ない3L。このことはとりわけ，フランスのア　　　　の世界年代記の著者がしばしば聖職者だった
レクサンドロス大王物語群の写本における，　　　　からである331。
挿絵シリーズの一場面として描かれたミニア
チュール（作品カタログ54番以下参照）につ　　　　　　　　　　　　　V
いていえることである。フランスではアレク
サンドロス大王は，宮廷文学の影響を受けて，　　　　すでに触れた如く，偽カリステネスのギリ
騎士道精神に満ちた信心深い中世の王様1e　　　　シア語原本は現存せず，後代の写本によって
bon　roi　Alexandre，寛大な君侯（いわゆる　　　　原本の『アレクサンドロス物語』の内容が知
「鷹揚な施主」）としてとらえられ（これは例　　　　られるわけであるが，空中飛行の話は，現存
えば，ローマのパラッツォ・ドーリアにある　　　　するギリシア語写本のうち年代の早いものに
15世紀・フランドルのタピスリー連作につい　　　　は欠けている。すなわち，原本に最も近いり
てもあてはまる。作品カタログ88番参照）32，，　　　　センシ・ンαを代表するll世紀の写本A
空中飛行の話も単なる空想的な冒険漂として　　　　（Paris，　Bibl．　Nat・Cod・grec・1771）341にも，
表わされる傾向にあった。一方，ドイッでは　　　　また，リセンシ・ンαから派生したリセンシ
アレクサンドロス大王のイメージは概して否　　　　。ンβを代表する写本B（Paris，　Bibl・Nat・
　astra、Dei　exaltabo　solium　meum，　sedebo　in　monte　　　　　　　この外，スペルビアのシンポルとしてのアレクサンド
　testamenti　in　lateribus　aquilonis，　ascendam　super　　　　　　ロス大王に関しては特に次の古文献を参照。　Ruperti
　altitudinem　nubium，　ero　similis／llti∬imo’？Hic　　　　　　　Abb．　Tuitiensis　De　victっria　verbi　dei，1ib．【X，　cap．
　quippe　per　suam　superbiam，　et　ca〃iditatem，　et　　　　　　XII（Migne，　P．L，　CLXIX，　coL　1408）；Berthold
　multitudinem　an8elorum　secum　superbientium，　et　　　　　　　　von　Regensburg，　Seiner　Predigten，　VoL　I（ed．　F．
　progeniem　humani　generis　in　primo　parente　sibi　　　　　Pfeiffeir，　Wien　1862，　S．388　ff．）．
　subiecit．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）　sTAMMLER　Sp．334；H．　Aurenhammer，　Alex－
（29）　「あなたはさきに心のうちに言った，「わたしは天に　　　　　　　anders　Luftfahrt（Greifenfahrt），　in：Lexikon　der
　　のぼり，わたしの王座を高く神の星の一Lにおき，北の　　　　　　christlichen　Ikonographie，　Wien　1962，　S．85　f，；H．
　果なる集会の山に座し，雲のいただきにのぼり，いと　　　　　　Sachs，　E．　BadstrUb喪r　und　H．　Neumann，　Christ一
　高き者のようになろう』。」（日本聖書協会『聖書』1963　　　　　　hche　lkonographie　in　Stichworten，　MUnchen
　年による）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973，S．24　f，
〔30）　In　tatam　elatus　est　mentis　superbiam，　ut　magis　　　　　　（32）　SETTIs－FRuGoNI　S・239；LANGEDIJK　S・285・
　sub　proprio　guam　sub　l）omini　dominio　e∬e　eligeret，　　　　　　（33）　SETTIs－FRuGoNI　S・242　fr・
　dicens　in　corde　suo：　‘Ponam　sedem〃mea〃i　ad　aquilo－　　　（34）W．　Kroll，　Historia　Alexandri　Magni（Pseudo－
　n，m，・、imili、　er。　Attissitn・．　　　　　　　　　C・lli・th・n・・）・V・L　L　Recen・i・V・t・・t・・B・・h・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1926．
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Cod・grec・1685）35）にも空中飛行のエビソー　　　　は，本稿冒頭に掲げた通りである（文中，丸
ドは含まれていないのである。しかしながら　　　　印の中の数字はG．ミレによる校合の行数を，
この話は，15世紀にシシリー島で作製された　　　　また［　］は写本Lないし写本V・Ob・Om
と推定されるギリシア語写本L（Leyden，　　　によって補われるべき個所を示す）。
Univ．　Bibl．，　Cod。　Vulcanius　93）36）ならびに写　　　　　前述のように，偽カリステネスの『アレク
本Lと類似の三点のギリシア語写本37），さら　　　サンドロス物語』を西欧世界に広めたのはそ
に，最も年代の新しいリセンシ・ンであるγ　　　　の二種類のラテン語訳であるが，空中飛行の
のギリシア語写本C（Paris・Bib1・Nat・Cod・　　　エピソードに関してはレオによるラテン語訳
suppL　grec．113，1567年）38）には第二書の終　　　　が決定的な影響を及ぼしたものと思われる。
り（II・41）に記されている39）。　　　　　　　　　　ヴァレリウスのラテン語には，この話は欠け
　これらの偽カリステネス写本では，空中飛　　　　ているからである。レオが手本としたギリシ
行の話は，アレクサンドロス大王が彼の母オ　　　　ア語写本（リセンションδ）41）そのものも，
リンピアスに宛てて書いたという手紙（それ　　　　また，レオのラテン語訳原本（968／69年頃）
らには彼が東方で行なった様々の冒険や，彼　　 も共に現存しないが，しかし1000年頃南イタ
がそこで見た巨大な鳥や珍しい動物などが記　　　　リアで筆写された写本Ba（Bamberg，　Staats一
されている）の一つに述べられているが，写　　bibliothek，　Cod．　E　iii．14）42），および，1300
本Cにおける該当個所のギリシア語テキスト　　　年頃の写本L（London，　Lambeth　Palace，　Cod．
（G．ミレの校訂による）ならびにその試訳4°）　　　342）43）が今日伝えられている。
（35）C・MUIIer・　S・・ipt・・e・re・・m　A1・xa・d・i　M・g・i・　　（38）C．　MUII・・，・P．・cit．，　S．91；H．　E。g，1mann，　Der
　　Pseud・－C・lli・th・n…i・F・DUb・…Arri・ni　　　g・iechi・ch・Al・xa・derr・m・n，　Rezen・i。n　r，（B。it，．
　　Anabasis　et　l・di・a・P・・i・1846・なお，リセ・シ・　　　zu・klass．　Phil・1．，　hrsg．・．　R．　M・・k・lb・・h，　H．12），
　　ンβについてはLBergson・Der　griechische　Alex－　　　　　　Meisenheim　am　Glan　1963，　S．315．なお，写本Cに
　　ande「「oman・Rezensionβ・UpPsala　l　965を参照。　　　　　　関しては，J．　Zacher，　Pseudocallisthenes：Forschung
（36）H．Meuse1，　Pseudo－Callisthenes，　nach　der　　　　　　zur　Kritik　und　Geschichte　der　altesten　Aufzeich－
　L・id・n・・H・nd・ch・ift　h・・au・g・g・b・n・i・・J・hr－　　　nung・n　d・・Al・x・ndersag・，　H。11，1867，　S．10も
　bUcher　f，　klass．　Philologie　und　Padagogik，　Neue　　　　　　参照。
　F・lg・・S・pPI・m・ntb・nd　V・L・ip・ig　1871，　S・767．　　（39）C．セ。テ、スーフルゴー・は，アレクサ。ド。ス
　写本Lは，全体としては写本Bに一致するが，部分　　　　　　の空中飛行の話はローマ皇帝アレクサンデル．セヴェ
　的には写本Aおよび写本Cとも重なる写本である。　　　　　　　ルス（222－235）の時代に成立したものと考えている
（37）V（W）－V・t・G・・171（16世紀）；Ob（0）－B・dL　　　（S・TTIs－F・uG・NI　S．131）。かつてA．アウス。。，レト
　Ba「°cc・23（14世紀）・°m（P）＝B・dL　Mi・c・283（16　　　（A・A・・feld，　D・・g・iech．・Al・x・nderr・m・n，　L。ip。ig
　世紀）・これらの写本のテキ・トにつ・・てはM・LLET　S・　　1907）は，偽力・ステネ・第II書23．41を後代の書
　90飢を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れ（lnterpolation）と推定したが，今日この説は支
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　レオのオリジナルに最も近いとされるラテ　　　　　nem　sustinui　in　ipsis　cancellis　ferreis．
ン語写本である写本Ba（III，17）44）によれば，　　　　Tantam　altitudinem　ascendi，　ut　sicut　area
紅海から程遠からぬ地点まできたアレクサン　　　　　videbatur　esse　terra　sub　me．　Mare　autem
ドロス大王は，ほとんど空まで達したと思、う　　　　　ita　videbatur　mihi，　sicut　draco　girans　ea
程高く山に登り，次いで，いかにしたら実際　　　　　et　cum　forti　angustia　iunctus　sum　cum
に天まで昇れるような仕掛け（lngenium）を　　　　　militibus　meis．
作ることができるか，思いを巡らせたという。　　　「私は私の友人たちと，いかにしたら，私
　Cogitavi　cum　amicis　meis，　ut　instruerem　　　　　が天に昇って，そして我々が見ているものが
　tale　ingenium，　quatenus　ascenderem　　　　天であるかどうかを確かめられるような仕掛
　celum　et　viderem，　si　est　hoc　celum，　quod　　　　けを作ることができるかを相談した。私は，
　videmus．　Preparavi　ingenium，　ubi　sede一　　　　私が坐れる装置を準備し，そしてグリフィン
　rem，　et　apprehendi　grifas　atque　ligui　eas　　　　を捕えて，それらを鎖でつないだ。そして，
　cum　catenis．　Et　posui　vectes　ante　eos　et　　　　グリフィンどもの前に竿と，その先には餌を
　in　summitate　eorum　cibaria　illorum　et　　　　据えた。するとグリフィンどもは天に昇り始
　ceperunt　ascendere　celum．　Divina　quidem　　　　　めた。しかしながら天上の力がグリフィンど
　virtus　obumbrans　eos　deiecit　ad　terram　　　　　もをおおい，そして地上に投げ下ろした。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みちのり　longius　ab　exercitu　meo　iter　dierum　　　　　こは私の軍隊から10日以上の道程を離れた平
　decem　in　loco　campestri　et　nullam　lesio一　　　　地だった。そして私は鉄の格子の中にいたが
　　持されていない。これにっいては，Melkelbach，　op．　　　（42）．　F．　Pfister，　op。　cit．
　　cit．，　S．47　f．を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）DJ．A．　Ross，　A　New　Manuscript　of　Archpriest
（40）　MILLET　S．91－95．なお，ギリシア語テキストの和訳　　　　　　Leo　of　Naples，　Nativitas　et　victoria　Alexandri
　　に際しては，塚田孝雄氏ならびに跡見学園女子大学助　　　　　　Magni，　in：Classica　et　Mediaevalia，20，1959，
　　教授福部信敏氏の御教示を頂いた。ここに記して謝意　　　　　　　S．98ff．
　　を表する次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）　F．Pfister，　op．　cit．，　S．126；0．　Zingerle，　Die
（41）　リセッシ・ンδに属するギリシア語写本はこれまで　　　　　　Quellen　zum　Alexander　des　Rudolf　von　Ems．
　　全く知られていなかったが，近年，断片的にではある　　　　　　Im　Anhange：Die　Historia　de　preliis，　Germ．
　　が発見された。これにっいては，G．　Ballaira，　Fram－　　　　　　Abhandlungen　IV，　Breslau　1885，　S．48（Anm．4）；
　　menti　inediti　de11a　perduta　recensioneδdel　Ro－　　　　　　G．　Landgraf，　Die　vita　Alexandri　Magni　des
　　manzo　di　Alessandro　in　un　codice　vaticano，　in：　　　　　　Archipresbyters　Leo（Historia　de　preliis），　Erlangen
　　BolL　del　Comitato　per　la　preparazione　delrediz．　　　　　　1885，　S．131；MILLET　S．100．
　　naz．　dei　classici　gr．　e　lat．，　Acc．　Naz．　Lincei，　XHI　　　　　　なお，　Historia　de　Preliis　I2の該当個所については
　　（1965），S．27　ff．；Idem，　Sul　Romanzo　di　Alessan－　　　　　　0．　Zingerle，　op．　cit．，　S．252　f，を参照。
　　dro，　ibidem，　XV1（1968），　S．1ff．を参照。
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怪我をしなかった。私は地上が私の一ドで広場　　　　各1頭ずつ配する，シンメトリカルな構図47）
のように見える程高く昇った。一方，海は私　　　　をとるだけに，この差異は注目に値する。
には大地を取り巻くへびのように見えた。非　　　　　グリフィンではなく鷲ないし鳥がアレクサ
常に苦労して私は私の兵士たちのもとに戻っ　　　　ンドロスを天に運ぶタイプの作例としては，
た。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わずかに，10世紀・ビザンチンならびに12世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀・ドイツの刺繍作品（作品カタログ2，87　　　　　　　　　V1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番参照），モワサック大聖堂の12世紀の柱頭
　このレオのラテン語訳と前述の偽カリステ　　　　浮彫（作品カタログ36番参照），および，ト
ネスのギリシア語写本における記述を比較し　　　　ウアールのバレ美術館所蔵の12世紀・フラン
てみると，空中飛行の美術表現にとり重要な　　　　スの柱頭浮彫（作品カタログ37番参照）が挙
相異点が見出される。すなわち，偽カリステ　　　　げられるにすぎない。
ネスにおいては，アレクサンドロスを空中に　　　　　グリフィンのモチーフが，翻訳の際にレオ
運ぶのは二羽の鳥（δρveg）であるのに対して，　　　が手本とした偽カリステネスのギリシア語写
レオではグリフィン（grifas）45’）となっている　　　　本（リセンションδ）にすでに含まれていた
点である。テキストの制約を受けるのが普通　　　　のか，あるいは，レオがラテン語訳の際に手
である写本挿絵の場合（例えば，Berlin，　Kup一　　　　本に変更を加えたのか48、，これについては必
ferstichkabinett，　Cod．78．　C．1のミニアチュ　　　　ずしも明らかではないが，いずれにせよ，ア
ー ルでは，『古フランス語散文体アレクサン　　　　レクサンドロスの空中飛行を表わす最古の現
ドロス物語』のテキストに従って16頭のグリ　　　　存作例（モンペザ・ド・クェルシーにある7
フィンが描かれている。作品カタログ60番参　　　　世紀のコプト織り断片，作品カタログ1番参
照）46）を除外すれば，ビザンチンならびに西欧　　　　照）に，すでにこのモチーフは見出される。
世界の作例の大多数が，アレクサンドロス大　　　　そこではグリフィンが，アレクサンドロス大
王を中央に，そしてその左右にグリフィンを　　　　王の乗る二輪車に繋がれているのである。
（45）　グリフィンの数は写本Baでは特に規定されていな　　　　　　SETTls－FRuGoNi　S．25任およびLWegner，　Studien
　いが・バリ国立図書館の13世紀のHistorja　de　Preliis　　　　　zur　Ikonographie　des　Greifen　in　Mittelalter，　Diss．
　11写本（Cod・lat・8501）における・咳当個所のラテ　　　　　　Freiburg　i．　Br．1928を参照。
　ン語註釈では4頭となっている。　　　　　　　　　　　　　（46）rnマン・ダレクサンドル』（アレクサンドル・ド・
　fo1．85v：（2uattuor　hic　gnlffes　praecepit　esse　si’nul．／　　　　　　バリAlexandre　de　Paris版）のテキストではグリフ
　”los　ad　currum　miserat　rex　inde　ligari／Cum　ferri　　　　　　インの数は7又は8であるが，この写本のミニアチュ
　vincto　quo　bene　tutus　erat．／1n　summo　currus　　　　　　一ルでは多くの場合4頭のみである。作品カタログ
　’〃orum　ponitur　esca．．．（MILLET　S．102参照）　　　　　　　　　　63－65番参照。
　なお，グリフィンのイコノグラフィーについては　　　　　（47）　無論，シンメトリカルな構図をとらない作例も例外
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　この最占の現存作例を初めとして，ビザン　　　　（およびこれと類似の写本VならびにOb）
チンおよびその影響下にある地域の美術にお　　　　では，アレクサンドロス大王の乗物について
いては　　例えば，ヴェネツィアのサン・マ　　　　より一層の説明がなされている。これらの写
ルコ大聖堂北側ファサードにはめ込まれた　　　　本では，先の写本Cからの引用文中の「それ
1112世紀・ビザンチンの浮彫（作品カタロ　　　　から［　］」に続いて
グ6番参照）や，イスタンブールのハギア・　　　　　18［Eどταπρoσξταξαβ∂ρσαレEpεZθtycrcニ
ソフィア大聖堂内側ナルテックスの浮彫（12　　　　　κα1τabT）？レπρoσδε砺ンαごξvμ…σ甲τ05
13世紀，作品カタログ7番参照），あるいは、　　　　　ζuγoD．51　TabTηPδ色κατεσκεδασα（Z5一
エルミタージュ美術館所蔵の10世紀・ビザン　　　　　περσπひρ1δα
チンの鉛製印章（作品カタログ19番参照）な　　　　　　　　　　　　　　　γα～ε1切λθ0ンeTcb
どに見られるように一アレクサンドロス大　　　　　　　　　（［　］内は写本Omより補充）
王が二輪繭こ乗って昇天する様を表わす作例　　　　　「48それから牛の皮を持って来させ，こ
が数多く見出される。終局的には占代のヘリ　　　　　れを範の中央に結びつけるよう命じた。
オスHelios（太陽神）の車ないし凱旋卓に遡　　　　　5工この皮を籠のように組み立てると」
る，この二輪車のモチーフ49については，し　　　　となっており，一種の籠の中にアレクサンド
かしながら，偽カリステネスもレオも共に特　　　　ロス大王が乗り込んだことが記されている。
に言及していない。　　　　　　　　　　　　　　　これに対して，レオのテキストはアレクサン
　すなわち，偽カリステネスの写本Cでは、　　　　ドロスの乗物に関して
「さて三日目に木材を範そっくりに組み立て　　　　　Preparavi　ingenium，　ubi　sederem＿
て，これを鳥どもの頸に結びつけた。それか　　　　　「私は，私が坐れるように装置を準備し…」
ら［　］彼は（範の）真ん中に乗り込み……」　　　　と漠然と述べているだけである。
（本稿冒頭のギリシア語テキスト参照）とし　　　　　籠形の乗物（あるいはそれに類するもの）
か記されていないのである。もっとも写本L　　　　に乗って昇天するアレクサンドロス大王を表
　的には見出される。例えば，ロンドン個人蔵の12世紀・　　　　　　コノグラフィーは，偽カリステネスの『アレクサンド
　　ライン地方のエマーユがそれであるが，ここではアレ　　　　　　ロス物語2に由来するものであり，このタイプはビザ
　　クサンドロスはプロフィールで表わされ，右上に向っ　　　　　　　ンチン織物を通じて各地に広められたと推定している。
　て」：昇する（1乍爵，カタ・グ86番参照）。なお，シンメ　　　　　　ー方，W．シュタムラー（sTAMMLER　Sp・335）は・
　　トリカルな構図の空中飛行図がササン朝起源のもので　　　　　　　グリフィスのモチーフをレオのラテン訳に帰しているJ
　あるという指摘にっいては，sTAMMLER　Sp．336およ　　　　　　なお，シンメトリカルな構図をもっ空中飛行図と織物
　びH，Aurenhammer，　op．　cit．，　S．85　f，を参照。　　　　　　　　模様との関連にっいては次の文献を参照。　GRAEvEN
（48）E．ヘルツフェルト（HERzFELD　S．132）は，2頭の　　　　　　S・270；PANzER　S・11・
　　グリ7イスがシンメトリカルに配された空中飛行のイ　　　　（49）　これにっいてはPANzER　S．11参照、
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わす作例は，ビザンチン美術（例えば，アト　　　　ログ78番参照）におけるアレクサンドロスの
ス山ドビアリウ修道院の12／13世紀の浮彫，　　　　セクションでは，乗物として椅子“sezzel”
作品カタログ8番参照）においても見られる　　　　（＝Sessel）が述べられているからである。こ
が，このモチーフは概して，西方のモニュメン　　　　れに対して『古フランス語散文体アレクサン
タルな作例に多く見出される。その好例とし　　　　ドロス物語』のテキストでは鳥籠“1a　cage”
て，ナルニのサン・ドメニコ聖堂ファサード　　　　（作品カタログ54番参照）となっているが，
の浮彫（12世紀末，作品カタログ32番参照），　　　　ミニアチュールは必ずしもテキストに忠実で
バーゼル大聖堂内陣周廊の柱頭浮彫（12世紀　　　　はない。作品カタログ55番の場合のように，
後半，作品カタログ33番参照），フライブル　　　　家型の乗物が描かれる場合もあれば，作品カ
ク大聖堂の柱頭浮彫（13世紀初頭，作品カタ　　　　タログ58，60，62番のように椅子駕籠の場合
ログ34番参照）などが挙げられよう。　　　　　　　もある。
　西欧の作例にはこの外，フィデンツァ大聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VII堂ファサードの浮彫（1180年頃，作品カタログ
31番参照）の場合のように，アレクサンドロ　　　　　本稿は，伝説的な偽カリステネスの『アレ
ス大王が玉座について昇天するタイプもある　　　　クサンドロス物語』中の一つのエピソードで
が，これは偽カリステネスよりむしろレオの　　　　ある空中飛行をテーマとした美術作品例の収
テキストとの関連を暗示するものと見るべき　　　　集とそのカタログ作製を主目的とした資料集
であろう。この玉座のタイプは，特にドイツ　　　　成の試みであるが，いかにこの古代的＝世俗
の写本挿絵に多く見出される。ヤンセン・工　　　　的テーマが西洋中世世界においてポピュラー
ニーケルの『世界年代記』（特にレーゲンス　　　　なものであったかは，本稿の作品カタログに
ブルク本，作品カタログ69番参照）やドイッ　　　　リスト・アップされた作品の数がすでに示す
語『歴史聖書』（特にミュンヘン本，作品カタ　　　　ところである50）。しかもそれらのうちに，例
（50）E・マール（MALE　S・271）は・空中飛行の話を西欧に　　　　（5D　O．　Demus，　Elijah　and　Alexander，　in：Studies　in
　広めたのはトルパドーレであると考えている。なお，　　　　　　Memory　of　David　Talbot　Rice，　Edinburgh　1975，
　文学・美術におけるアレクサンドロス大王の空中飛行　　　　　　S，64ff7．；E．　Breitenbach，　Speculum　humanae
　については，すでに挙げたものの外に次の文献も参照。　　　　　salvationis，（Studien　zur　deutschen　Kunstgeschi－
　G．Bo伍to，　La　leggenda　aviatoria　d’Alessandro　　　　　　　chte　H．272），　StraBburg　l　930，　S．241（Anm．2）；
　Magno　nella　letteratura　e　nelrarte，　in：La　Biblio－　　　　　　E．　Riefstahl，　A　Coptic　roundel　in　the　Brooklyn
　filia，　XXII，1920／21，　S．316　ff．；Idem，　Le　figura－　　　　　Museum，　in：Coptic　Studies　in　Honor　of　W．　E．
　zioni　d’Alessandro　Magno．　Appendice，　in：La　　　　　　Crum（The　Byzantine　lnstitute，1950），　S．539．
　Bibliofilia，　XXIII，1921／21，S．268　flf．
34
えば，オックスフォードのアシュモレアン美
術館蔵のいわゆる〈アルフレッド宝石〉（9世
紀末，作品カタログ15番参照）とか，ヴェネ
ッィアのサン・マルコ大聖堂にある〈パラ・
ドーロ〉のエマーユ（11世紀，作品カタログ
16番参照）といった，きわめて簡略化された
作例が含まれているという事実は，中世にお
けるこのテーマのポピュラリティーを一層裏
づけるものに外ならない。きわめて単純化さ
れた表現であっても容易に理解されたものと
思われる。さらに，0．デームス教授その他
が指摘したように51、，アレクサンドロス大王
の空中飛行の構図が他の場面のイコノグラフ
ィー，とりわけ「エリアの昇天」のそれ（例
えば，南オーストリアのグルク大聖堂ナルテ
ックスの14世紀の壁画）に影響を及ぼしたと
いうことも，注目すべき事実である。
　中世において人気を博したアレクサンドロ
ス大王物語のテーマも，近世の始まりと共に
根本的な変化を被ることになった。偽カリス
テネスおよびその後継者たちの空想的な物語
に基づいた伝説的なアレクサンドロス像は，
歴史的人物としてのそれにとって代わられた
からである。それと同時に，アレクサンドロ
ス大王は中世における象徴的，道徳的意味を
失い，以後もっぱら歴史画の中に登場するこ
とになる。空中飛行のテーマも，ハンス・L・
シ。イフェラインの一枚刷木版画（16世紀初
頭，作品カタログ91番参照）を最後に美術の
中からその姿を消した。
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Werkkatalog der Bildzeugnisse der
Luftfahrt Alexanders des Grossen
Zusammengestellt von Koichi KosHi
Die Erzahlung von der Luftfahrt Alexander des GroBen:
Nach der 7Vativitas et victoria Alexandii Magni regis (oder Historia de Preliis) des
Archipresbyters Leo von Neapel, der in der zweiten Halfte des 10. Jhdts. den spat-
griechischen Alexanderroman des Pseudo-Kallisthenes (das dritte Jhdt.) ins Lateinische
Ubersetzte, berjchtet Alexander in einem Brief an seine Mutter, er habe mit seinen
Freunden Uberlegt, wie er zum Himmel emporfliegen k6nne, um festzustellen, ob das,
was wir sehen, der Himmel ist: ,,Ich erfand ein Behaltnis, in dem ich sitzen konnte,
erfaBte Greifen und band sie mit Ketten an; den Greifen hielt ich Stangen vor, an
dgren Spltze Lockspeisen befestigt waren, und sie begannen, zum Himmel emporzu-
fliegen. Eine g6ttliche Gewalt Uberschattete sie aber und trieb sie zur Erdehinabauf ein
Feld, das weiter als 10 Tagesmarsche von meinem Heer entfernt war doch wurde ich
in meinem eisernen Behaltnis nicht verletzt. Ich erreichte eine solch'e H6he, daB die
Erde unter mir wie eine Tenne erschien und das Meer wie ein Drache, der sie umsch-
lmgt .. ."
                                                   (nach STAMMLER Sp. 335)
Der Katalog verzeichnet samtliche Bildzeugnisse der Luftfahrt Alexanders des Grossen
                                                                        ,von denen der Verfasser Kenntnis habe.
I. Byzanz und sein EinfluBbereich Kat. Nr.
    b) Plastik und EIfenbeinarbeiten 5-15    c) Emailarbeiten 16-18    d) Metallarbeiten 19-24II. Westliche KirchenausschmUckung (PI stik und Mosaiken)
    b) Deutschland 33-35
III. WestlicheHandschriftenillustrationen    a) Historia cle Preliis 52-53    b) DeraltfranzdsischeProsa-Alexanderroman 54-62    c) Roman d'Alexancfre und Jehan Wauquelin's Histoire du Bon Roy       Alixancb'e 63-68  d) Jansen En kels va2?ltchronik 69-76    e) Historienbibel 77-80    f).. Sonstige 81-85IV. UbrigewestlicheBildzeugnisse 86-91V. In zeitgendssischer Literatur genannte Bildzeugnisse 92-94
VI. Bildzeugnisse mit irrtUmlichem oder fraglichem Bezug aufdie       Luftfahrt Alexanders 95-118
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Unter der Literatur zu den Denkmalern sind folgende haufig zitierten Arbeiten mit
Kurztiteln verzeichnet:
BERTAux E Bertaux, Uart dans PItalie Meridionale, I, Paris 1904.
BERTELu C. Bertelli, Alessandro lll di Macedonia, in: Enciclopedia dell'arte
              antica, I, Rom 1958, S. 243 ff.
BoND F. Bond, Wood Carvings in English Churches, I.-Misericords,
              London etc. 1910.
BREHiER L. Brehier, La sculpture et les arts mineurs, Paris 1936.
CAHiER Ch. Cahier, Nouveaux Melanges d'Archeologie, I: Curiosites
              mysterieuses, Paris 1874.
CARy G. Cary, The Medieval Alexander, Cambridge 1956.
DoDGsoN C. Dodgson, Alexander's Journey to the sky:a woodcut by Schauf-
              flein, in: The Burlington Magazine, 6, 1904105, S. 395 ff.
GRABAR A. Grabar, Images de 1'Ascension d'Alexandre en Italie et en
               Russie, in: XAPIETHPI07V EIE A.K. 0PAA7VAON, II, Athen
               1964, S. 240 ff.
GRAEvEN H. Graeven, Mittelalterliche Nachbildungen des lysippischen
               Herakleskolosses, in: Bonner JahrbUcher, Heft 1081109, S. 252 ff.
DuRAND J. Durand, Legende d'Alexandre le Grand, in: Annales archeologi-
               ques, 25, 1865, S. 141 ff.
FRANcovicH G. de Francovich, Benedetto Antelami, Architetto e scultore e
               1"arte del suo tempo, 2 Bde., Mailand-Florenz 1952.
GoLDscHMiDT A. Goldschmidt, Der Albanipsalter in Hildesheim und seine Bezie-
               hung zur symbolischen Kirchenskulpturen des XII. Jahrhunderts,
               Berlin 1895.
HAMANN R. Hamann, Motivwanderungen von West nach Osten, in: Wallrafi
               Richarz-Jahrbuch, 3/4, 1926127, S. 49 ff.
HERzFELD E. Herzfeld, Der Thron des Khosro, Quellenkritische und ikono-
               graphische Studien Uber Grenzgebiete der Kunstgeschichte des
               Morgen- und Abendlandes, in: Jahrbuch der preuBischen Kunst-
               sammlungen, 41, 1920, S. 123 ff.
HoLL O. Holl, Alexander der GroBe, in: Lexikon der christlichen Ikono-
               graphie, I, Rom-Freiburg-Basel-Wien 1968, S. 94 ff.
HUBNER A. HUbner, Alexander der GroBe in der deutschen Dichtung des
               Mittelalters, in: Die Antike, 9, 1933, S. 32 ff.
LANGEDiJK K. Langedijk, Rezension: C. Settis-Frugoni, Historia Alexandri
               Elevati per Griphos ad Aerem (Rom 1973), in: The Art Bulletin,
               58, 1976, S. 283 ff.
 LooMis R. S. Loomis, Alexander the Great's celestial journey, in: The
               Burlington Magazine, 32, 1918, S. 136 ff. u. S. 177 ff.
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 L'oRANGE H. P. LIOrange, Studies on the Iconography of Cosmic Kingship in
               the Ancient World, Oslo 1953, S. 118 ff.
 MALE E. Male, L'art religieux du XIIe siecle en France, Paris 1953 (6.
               Aufl.).
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I. Byzanz und sein EinfluBbereich pANzER S. 10; LooMis S. 140; sTAMMLER Sp. 340; F.                                              Pfister, Alexander der GroBe und die WUrzburger
         . Kiliansfahne, in: Herbipolis jubilans (WUrzburgera) Text11kunst Di6zesangeschichtsblatter l4!15), WUrzburg 1952153,
                                              S. 268 ff.; S. MUIIer-Christensen, Sakrale Gewtinder1                                              des Mittelalters (Ausstellungskatalog), MUnchen 1955,
Montpezat-de-Quercy (Frankreich), Stiftskir- S.14;A.Grabar,in:Kunstchronik,VII,1955,S.310;chest.Martin. .M,6kSCttlt,t,ei,2h27K".'.,"se,bik3,4i7id6;GV,O,"a,,H,ehf,"fte,'ftAht,e,-                                                17Wahrscheinlich koptisch, 7. Jh. Leinwand- Mittelalters, 2. Aufl., l, S. 17 u. Taf. 29; SETTis-
gewebe (Fragment), das als UmhUIIung einer FRuGoNi S･ 159 f･ u. Fig. 37; LANGEDHK S. 284 f.
Reliquie in der Stiftskirche in Montpezat v;,,'" .- . .
xge
--- g. .. 'i'd v6i$
twg
s
g.gglckd,iuLseg,e[twa,l.ff･ftg'd".teg,ha,:,:,:,g,g.:g"sS,gg,,:,:,r:.,M,,,V,:ileft g,i¢,iifp〈s'"il,llillll,〈, ,,.ec...s."k.i.'Xi,.as..l.lgii..."
1954, S. 14 ff.;BERTELu S. 244; SETTIs-FRuGoNI S. 82, ----･---150 ff. u. Fig. 31.
a･. ･v- fsJli .･
' '{') ?t;" ･'!` 's i;' b 3s) - " . KrefeId Museumt=t sS･ ･ . Byzantmisch-Regensburgischer Stoff (Frag-v〈";'2:XS g - . ment), 11-12. Jh.zl}[l2:･･ !l2iZl.At .･'-' i 'tiN J. Lessing, Die Gewerbesa{nmlung des Kthnigl.22fi
"..''` m- -'"'" - '' A. F. Kendrick, Catalogue of Early Medieval Woven                                             Fabrics (Victoria and Albert Museum, Department of
                                              Textiles), London 1925, S. 59; J. H. Schmidt, Deutsche
                                              Seidenstoffe des Mittelalters, in: Zeitschrift des2 Deutschen Vereins fUr Wissenschaft, I, 1934, S. 109;  " . SETTis-FRuGoNi S. 156 u. Fig. 35.
''. e --'e` . . Kunstgewerbe-Museums, Berlm 1900, II, Taf. 98b;
Wurzburg, Luitpold Mu eum.
Eine byzantinische Nadelmalerei vermutlich
aus dem 10. Jh., die 1266 auf die sog. Kilians-
(Chriacus-)fahne in WUrzburg aufgenaht wur-
de.
Die Inschrift : Cum paucis promere versi[culis]
Miracula poli libuit pro spir[itu sanctu as-
picere].
Die Stickerei stellt nicht ganz eindeutig Alex-
anders Luftfahrt dar. Es fehlt eine Verbindung
des K6nigs mit den V6geln: keine Andeutung
eines Korbes oder Thrones, an dem die Adler
(!)-statt Greifen-befestigt waren. Anstatt
der Stangen mit Fleischk6dern tragt Alexander
zwei Lilienszepter in den Handen.
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ff. u. Abb. 296; supKA Sp. 309 ff. u. Abb. 2; O.M. S. 352 ul Abb. 299; sTAMMLER Sp. 337; oRL"NDos
Dalton, Byzantine Art and Archaeology, Oxford 1911, S. 285 u. Taf. 213;SETTis-FRuGoNi S. 165 f. u. Fig. 42.
S. 159; LooMis S. 139 u. Taf. I/E; HERzFELD S. 128 f.
u. Abb, 26; HAMANN S. 51; HUBNER Abb. 8; BREHIERTaf. XXI; sTAMMLER Abb. 3; oRLANDos Taf. 2!a u. 9
So'.2B7,;.F.R,A,NSi(llV,iCc"hf.',thXX.i(Ig,(.S'ri)i5,1,),;.RiiC.Ee',.2il,5,'] Mistra,Peribleptos･
Washington 1960, S. lll ff. u. Abb. 33; W. F. Volbach Byzantinische Reliefplatte, 14. Jh.
u. J. Lafo.nt.aine-Dosogne, Byzanz und der ChriStliChe sTRzyGowsKi s. 3sl f. u. Abb. 298; LooMis S. 139 u･
oste.n, Belltn 1968, Abb. 108; SETTIS'FRUGONI S' 164 Taf. IfD; sTAMMLER Sp. 337; oRLANDOS S･ 285 U･
u. Fig･ 40･ Taf. 2!r; sETTis-FRuGoNi S. 165 f. u. Fig･ 43･
7
Istanbul, Hagia Sophia, Esonarthex.
Byzantinische Marmorreliefplatte (Fragment
einer Ziborium-Archivolte).
12.-13, Jh.
oRLANDos Taf. 11(y u. S. 281;SETTTs-FRuGoNi S. 161 f.
u. Fig, 39.
10
Haho (Hahoul, Nord6stliche TUrkei), Kloster-
kirche, AuBenwand.
Byzantinisch beeinfluBte Reliefplatte, 10. Jh.
AIexander, der Uber dem Wagen erscheint,
halt in beiden Handen die gekreuzten Lanzen
mit dem K6der.
D. Winfield, Some Early Medieval Figure Sculpture
from North-East Turkey, in: Journal of the Warburg8 and Courtauld Institutes, 31, 1968, S. 33 ff. u. Fig.Athos,Dochiariu. J3.".',.5,;iC.hf',Sh',Fw'U.g,Ob".i,'gA,".aAcS.Ce.",I,O.fidAile.X,?i?.d,e,r,';g"3';Byzantinische Reliefplatte, 12.-13. Jh. }gZLOlsgS･ 305 ff･; SETTis-FRuGoNi S･ 189 ff. u. Fig.
H. Brockhaus, Die Kunst in den Athos-K16stern,
Leipzig 1891, S. 41; pANzER Abb. 6; sTRzyGowsKi
e)fi 1
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11 N. N. Voronin, Architektur im nord6stlichen Russ-Wladimir, Marientodskathedrale, sudfassade. ge"2do'siilMAib56.J6h4'.(a.". fiiB"A'/iifhg6;M.O,S.k,a.",is9.6ii4g:
Russisch, 1158-1160. Gehammert. Fig･2u･ Taf･ III 'a; SETTis-FRuGoNi S. 172 u. Fig.                                            46-47.GRABAR S. 244 f. u. Taf. II!b; A. Grabar. L'Art
1968, S. 301 ff.; SETTis-FRuGuNi S. I69 u. Fig. 44.
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Wladimir, St. Dimitri, SUdfassade.
Russisch, 1198-1199.
pANzER Abb. 9; A. Bobrinskoi, Reznoi kamen' v
Rossij, Moskau 1916, Taf. 12-3; F. Halle, Die
Bauplastik von Wladimir-Ssusdal, Russische Roma-
nik, Berlin-Wien-Zthrich 1929, Taf. 18; GRABAR
S. 244 u. Taf. IIIa; A. 6rabar, Die mittelalterliche
Kunst Osteuropas, Baden-Baden 1968, S. 137;
SETTIs-FRuGoNi S. 170 u. Fig. 45.
r gi gC "" V"" -IW
                                i
rs
              t.... . 'Darmstadt, Hessisches Landesmuseum (Inv.
33. 36).
Stirnseite eines byzantinischen Elfenbeinkast-
chens. 10.-11. Jh.
13 Alexander in byzantinischer Kaisertracht ragtk"io]i:Wgie,LOrtZhk.g,(Xg`O;,.I&2.,Wt'll:;.ri',,,it, /9R,X,c:h,/le:,sa{.t,:ei,'sb,g,:GtilaE/"edeW,v,tke/,n'.:,.fi/:oag':eg.;,:',ii,h{e
war das Relief vermutlich in der SUdfassade Greifen kr6nen, und die beiden' anderen
angebracht. Putten geh6ren ursprUnglich nicht zur Greifen-
                                            fahrt.
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GRAEvEN S. 252 ff.; pANzER Abb. 7; sTRzyGowsKi J. R. Kirk, The Alfred and Minister Lovel Jewels.
S. 351 u. Abb. 297; LooMis S. 140 u. Taf. I, B;HERzFLD Oxford 1948; RicE S. 214 ff. u. Taf. XV/a; SETTis-
S. 131; A. Goldschmidt u. K. Weitzmann, Die FRuGoNtS.174(Anm.86).
byzantinischen Elfenbeinskulpturen des IO. bis 13,
Jhs. BerHn 1930 u. 1934, S. 66 f. u. Abb. 125-d; . .BREHIER Taf. XXXIX; sTAMMLER Sp. 337; BERTELLI C) Ema1larbe1ten
S. 246; D. T. Rice, Byzantinische Kunst, MU.nchen 16
1964, Abb. 407; SETTis-FRuGoNi S. 183 ff. u. Fig. 54.
                                          Venedig, San Marco.
15 Zwei Email-Medaillons auf der unteren Bor-                                          dUre der Pala d'Oro. Byzantinisch, 11. Jh.Oxfbrd, Ashmolean Museum.
IY.oJrhd,e.rseitedessog.Alfred-Juwels.Endedes dD.i,eabb,g,de,k."rKht,dda.rst.S.te,11ie,,L.".ftff"dh,rl,ia".f.ed'.",e,I
" . von der Darstellung der Erde vervollstandigt,ABerst vereinfachte Darstellung der Luftfahrt die als eine von Ozean in der Form der zwei
Alexanders. schlangen umgebene Scheibe wiedergegeben
                                          ist, wie sie Alexander von der Himmelsh6he
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supKA S. 314 u. Abb. 4; GRABAR S. 240 f. u. Taf. I!a; pANzER S. 8 u. Abb. 10; Collection Khanenko, Croix
RicE S. 215u. Taf. XVIc; W.F. Volbach etc., La Pala et Images, 1899-1900, Epoque slave, 1909, Taf.
d'Oro. Elorenz 1965, S. 65 f. u. Taf. LVII;J. de Luigi- XXVII; Istoria Kultury Drevnej Rusi, II, Moskau
Pomorisac, Les emaux byzantins de la pala dbro de -Leningrad 1951, Fig. 204;GRABAR S. 248 f. u. Fig.
1'eglise de Saint-Marc a Venise, 2 Bde., Zthrich I966, 3; SETTis-FRuGoNi S. 174 u. Fig. 48.
S. 59 f. u. Nr. 118, 120; K. Wessel, Die byzantinische
Emajlkunst vom 5. bis 13. Jahrhundert, Reckling-hausen 1967, Abb. 46x; SETTis-FRuGoNi S. 186 ff. u, 18
Fig. 56-57･ Innsbruck, Tiroler Landesmuseum･
           di
.'$'t' ' y(!II 1144, im Orient, wahrscheinlich unter byzan-
), ･' .s , t'g O･ v･ Falke, Kupferschmelze im Orient und Byzanz,
V ' ･ ･. L,, M: Monatshefte fUr Kunstwissenschaft, 1909, S. 234, !･ ', f.; sTRzyGowsKi S. 353 u. Taf. XXIII; supKA S. 307l' . ,, ･･ ' -g':]j･ ffM'i,kgO,YiSMS,h.'&Od";,,'taf.'J(g.;i.",E:iFBhDri,S'i6S;,`ii,l
V ' V mpkes , g. 21; sTAMMLER Sp. 336 u. Abb. 1; FRANcovicH f. ILlk', ' ', Nwa･'. !Illli/i.;ii r)i g2'.IP,E/3.R.ig.E.Si3.i?,x･,.T.af･,l.:,yklBERTEL"s･24s;
- c
'
. k" {iisg;'sfyt¥"/:g' t,,,}ll,. '.. r. i"M`'"':l'Si. .,' .gLi.f ts:',gti ,,i' ,..i; ,,f' .
17
Kiev, Archaologisches Museum (frUher Samm-
lung B. Khanenko).
MittelstUck (Email) eines Golddiadems, das in
der Gegend von Kiev gefunden wurde. 1 1.-12.
Jh.
Alexander ist als byzantinischer Kaiser dar-
gestellt.
    l d) Metallarbeiten
                    19
    t Leningrad, Ermitage.
    I Vorderseite des Bleisiegels. Byzantinisch, 10.    t Jh. (911 oder 912).
                    Der zweiradrige Wagen Alexanders ist mit zwei
                    Greifen gespannt. Der KOnig halt in beiden
'lh-"' Handen einen undeutlichen Gegenstand.
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Washington, Dumbarton-Oaks Collection.
Goldring. Byzantinisch, 11. Jh.
M. C. Ross, Catalogue of the Byzantine and Early
Medieval Antiquities in the Dumbarton Oaks Collec-
tion, vol. II: Jewelry, Enamels and Art of the Migra-
tion Period, Washington 1965, S. 87 f. u. Taf. LXII;
SETTisd･FRuGoNi S. 195 f. u. Fig. 63.
Lenignrad, Ermitage.
GroBe Silvervase aus Transkaukasien. Treib-
arbeit, die im 12.-13. Jh. in der an Byzanz
angrenzenden Region entstanden ist･ 22
bA
y'..Gitai.b,ar',.L.e,S Si",C,CeSMd,e,Sed".rkSi,REIe"l.aYXreiS:,fiO.".I Athen, Nationalmuseum, sammlung H･
Jahrbuch der bildenden Kunst. 2, 1951, S. 46; RicE Stathatos.
s. 2is; GRABAR s. 247 f. u･ Taf･ Iii/b; A･ Graba', Ring. Byzantinisch, 12. Jh.
RicE S. 215; E. Coche de la Ferte, Sur quelques
bagues de la collection Stathatos, in: Comptes rendu
de 1'Academie des inscript. et Belles Lettres, 1956, S.
72; E. Coche de la Ferte, Les Objets byzantins et post-
byzantins, (Collection Helene Stathatos, II), StraBburg
1957, S. 34 ff'. u. Fig. 20; SETTis-FRuGoNi, S. 196 u.
Fig. 64.
`' .sg-.Si}ll-tt,.y.
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23 A. S. Uvarov, Sbornjk Melkih Trudov, I, MoskauRom, Sammlung Giuseppe cemni. I?.g9,629･ 3ii u･ Fig･ 86; SETTis-FRuGoNi s. ig4 u.
Ring. Byzantinisch, 13. Jh. (?).
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                                          an die Luftfahrt Alexanders im Greifenwagen
25 O. Demus, Eine Reliefplatte in San Marco, in:Venedig, San Marco, oberer umgang. iiglg4P,IsX7TfH. PIOAi EIXA･ K･ OPAA7VA07V, II, Athen
Venezianisch, Ende des 11. Jhs. Eine der
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26 EvoeArchivo Muratoriano, LXXX, 1968, S. 2I3 ff.,           . . . u. LXXXII, 1972, S. 243 ff.;SETTIs-FRuGoNI S. 285 f.Taranto (Apulien), Dom, Mittelschiff. u. Fig, g7.
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                                     Trani, Dom.
                                     MosaikfuBboden des 12. Jhs. (von Pantaleo
                                     gelegt ?).
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Otranto (Apulien), Dom.
MosaikfuBboden, 1163-1165 von "presbyter
Pantaleo" gelegt. Beischrift: ALEXANDER
REX.
Die Luftfahrt Alexanders gehdrt in diesem
MosaikfuBboden zu den Szenen, die Laster
symbolisieren. Zwei adossierte Greifen tragen
Alexandersitzt. . 2;i;-`Ng ･l,://ji3,,#/elrlll:･liZli,!',ig,:iili'2,G7itiil'idl, ,i/k･li,'l.g6g,i,¥2Sii/gl.:.ik,i/k,g.ljli'iM'Yillii,'S.i iiiikaiiieifEisx,i,,,s.."Illi.iix
cARy Taf. I; GRABAR S. 242 f. u. Taf. Ilb; HOLL SP･ . .95 (mit Abb.); C. Settis-Frugoni, Per una lettura del
mosaico pavimentale della cattedrale di Otranto, in:
Bulletino dell'Istituto Storico Italiano per il Medio
47
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Alexanders Luftfahrt ist als Symbol der Super- zusammen mit seiner RUckkehr dargestellt.
bia neben dem SUndenfall dargestellt. H.v.d. Gabelentz, Mittelalterliche Plastik in Venedig,
C･ Settis-Frugoni, Per una lettura del mosaico pavi. LeiPZig 1930, S･ 127; BERTAux S. 653 u. Ejg. 302;
Mentale della cattedrale di Otranto in: Buletino GRABARS･242;SETTiS-FRuGoNiS.289ff.u.Fig.100-
dell'Istituto Storico ltaliano per il Med;'o Evo, Lxxx, 102･
1968, S. 229; SETTis-FRuGoNi S. 289 u. Fig. 99.
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Matrice (Campobasso, SUditalien), S. Maria
della Strada.
LUnette des SUdportals, 12. Jh.
Die Szene der Luftfahrt Alexanders ist vom
Text des Mathausevangeliums (7, 21) und
von der oberhalb der Alexander-Szene befind-
lichen Agnus-Dei-Darstellung begleitet, was
darauf hinweist, daB die Luftfahrt nicht im
negativen Zusammenhang dargestellt ist. Die
Alexander-Szene illustriert namlich die M6g-
lichkeit eines Menschen, in den Himmel zu
kommen, der durch das Lamm Gottes sym-
bolisiert ist.
E. Jamison, Notes on S. Marja della Strada at Matrice, 31
its History and Sculpture, in: Papers of the BritishSchoolatRome,XIV,193s,s.32ff.;sETTis-FRuGoNi Fidenza (ex Borgo San Donnino), Dom,
S. 296 u. Fjg. 105; LANGEDiJK S. 285. Fassade.
                                            Reliefplatte, um 1180.30 G. zimmermann, Oberitalienische Plastik, LeipzigBitonto (Apulien), Dom 1897, A.bb･ 48; A. Venturi, Storia delPArte ltaliana,                                            III, Mailand 1904, S. 328, 769 u. II, S. 528; pANzERKapitell des frUhen 13. Jhs. S. 9; A. K. Porter, Lombard Architecture, IV, Yale
A.uf dem .zweitgn Kppiteli des Mitteischiffes l?'7i,'f.afi,〉.X,iXH'.Feg'd3: "G',ibieiS,i,`,2i;MLR,O,¥if,,S,'iitR5,
(1inke Seite) ist die Luftfahrt Alexanders Plastik in Venedig, Leipzig 1930, S. 127 f.;FRANco-
48
vicH S. 340 u. Fig. 404; MAiE S. 272 u. Fig. 177; b) Deutschland
SETTis-FRuGoNi S. 312 f. u. Fig. I08.                                                33e.-.-.-;-:.it--L."-"-:. ' Basel, Munster, Chorumgang･
                ' Kapitell, zweite Halfte des 12. Jhs.
                          ' Alexander als Symbol der Superbia ist dem
,
le
SUndenfall und der Vertreibung aus dem
Paradies gegenUbergestellt.
cAHiER Abb. B u. S. 165 f.; pANzER Abb. 11; LooMis
S. 178, 184 u. Fig. 2; HAMANN S. 51; J. Gantner.
Kunstgeschichte der Schweiz. I, Frauenfeld 1936,
S. 235 u. Fig. 178; W. Deonna, Chapiteaux de la
cathedrale Saint-Pierre a Geneye, in: Genava, XXV.
1947, S. 56; SETTis-FRuGoNi S. 319 ff. u. Fig. IIO.
pt."-----'--"-' 't T'-. A/-:. . '-1. ut .slsr. N] S.. -"
i
1
t ,e..- .,.... ･                          s .- .fu                 .y'l'H ･-rtesNigtS
                                                 -" .                        'Narni, San Domenico (ex Santa Maria Mag- '- '. -. x .. ' /                                                        ' ' 'tii' ggiore), Fassade. '                          s                                                               .IEnde des 12. Jhs. e... x                                                               'vJ. R. Rahn, Geschichte der bildenden KUnste in der
Schweiz, S. 218, Amm. 3; G. Dimitrokallis. UAscen-
sione di Alexandro Magno nell'Italia del Medioevo,
in: Thesaurismata, 4, 1967, S. 214 ff. u. Fig. 7; . .SETTis-FRuGoNi S. 297 f. u. Fig. 104. IilL s . ..:-wh
.
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F
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-- --
Alexander sitzt in einem kahnartigen Korb, an
F.X. Kraus, in: Christliche Kunst, II, I, S. 402;
cAHiER Abb. K; Moller, Denkmaler deutscher Bau-
kunst. II, Taf. XIX; GoLDscHMIDT S. 71; pANzER
Abb. 2 u. 3; HAMANN S. 51 f. u. Abb. 1; LooMIs S.
178; poppEN S. 163; HUBNER Abb. 7; sTAMMLER Abb.
6; Ch. Settis-Frugoni, An `Ascent of Alexander', in:
Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, 33,
1970, S. 307 f. ; SETTis-FRuGoNi S. 321 u. Fig. 112.
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 t XIV, 1903, S. 445 ff.; pANzER S.9u. Abb. 4; HAMANN         S. 55 f. u. Abb. 4-5 ; LooMis S. 177 u. Fig. 1 ; sTAMMLER
        Abb. 5.; Aus'm Werth, Denkmaler des christlichen
l Mittelalters in den Rheinlanden, Taf. LII18; G. De
         Francovich, La corrente comasca nella scultura
        romanica europea, in: Riv. dell'Istit. di Archeol., VI,
         1937-8, S. 105 ff'., Fig. 61-62; SETiss-FRuGoNi S.
        3I8 f. u. Fig. 109.
c) Frankreich
36
Moissac, Kathedrale, Kreuzgang, Westtrakt.
Kapitell (Nr. 75), 12. Jh.
An demselben Kapitell ist die Luftfahrt Alex-
anders zweimal dargestellt. Der K6nig ist
zwischen zwei Adlern placiert.
. K. Porter, Romanesque Sculpture of the Pilgrimage
35
Remagen (Rheinland), Portal neben der Pfarr-
kirche.
Reliefplatte, spates 12. Jh.
Das Relief stellt den K6nig als BUste in einem
mondsichelartigen GefiiBe dar, mit Spanfer-
keln an den beiden Handspiessen.
W. Braun, Kunstarchaologlische Betrachtungen Uber
das Portal zu Remagen, Fest-Programm zu Winckel-
mann's Geburtstage am 9. December 1859..., Bonn
1859, S. 1 ff.; cAHiER Abb. auf S. 174; GoLDscHMiDT
S. 81 ff.; S. Beissel, Die Skulpturen des Portals zu
Remagen, in: Zeitschrjft fUr Christliche Kunst, IX,
Sp. 151 ff.; scHNUTGEN S. 180; G. Sanoner, Analyse
des Sculptures de Remagen, in: Revue de 1'art chretien,
paijfias
34 Roads, IV, Boston 1923, Abb. 282; SETTis-FRuGoNi
         S. 271 u. Fig. 85-87.
Lrl･:l}[-.-x.rfy.,...-..-
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d) England and their relationship to manuscript illuminations, in:4i t8¥gla,i,O,ftP,e,,W,a,r,b,U,I,e,.a,nd,.C,O-,U,r,ta,U,iXl,ES,tktS.te.S.･iag,
Charney Basset (Berkshire), Kirche. 321 f` u･ Fig. Ii3.
Tympanum des 12. Jhs. '- ----v-..rk.nv.or -･-- '" ･:･
8E.Ei,,K.FY.e.r.･.N.9rsM.asn2T.¥MFpiggn2as･.S･70;LooMisS･l78; y.,,kk{.tst/xtislll･x,- S": ,'. "'K'
tw" ,e .. .rk -L",, & , ･ ,
va
si
llii!S
iliiaj
N
ig.it g. . i;iirM)4S . ptg Z' ･-･ IFIpt Miserjkordie (Nr. s), Mitte des i4. Jhs.,E}isx ' ''j ;iX GIoucester(Gloucestershire), Kathedrale.ts M
kes.kxg:,:,,:.i:,:,;",,:"i",,il:Ni,ii,;),;d";""1:-IL-ibi,="Mte(-'t'･gXtsg'"iHtt ' 〈Ste BoNDS80･MEIssNERS184･pANzERS9･LooMIsS
'..tsewh '7 .) .) .         178 u. Taf. IIIIW; REMNANT S. 49; SETTis-FRuGoNi         S. 324 u. Fig. 114.
Bury St. Edmond (Suflblk), Abtei.
Kapitell des 12. Jhs.
G. Zarnecki, Romanesque Objects at Bury St. Ed-
monds, in: Apollo, LXXXV, 1967, S. 407 ff. u. Fig.
13; SETTis-FRuGoNI S. 287 (Anm. 43) u. Fig. 98.
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Wells (Somerset), Kathedrale.
Miserikordie, um 1330-1340.
Der Schaft der Lanze ist gebrochen.
BoND S. 226 f.; LooMis S. 178 u. Taf. IIIIR; Archaeo-
logia, LV, 340; English Medieval Art (Ausstellung-
skatalog), London 1930 (Victoria and Albert
Museum), Nr. 109, Taf. 21; Ch. Gr6ssinger, English
Misericords of the thirteenth and fourteenth Centuries
45
Gloucester, Kathedrale.
Miserikordie (Nr. 22), Mitte des 14. Jhs.
BoND S. 80; METssNER S. 184; PANzER S, 9; LooMIs S.
178 u. Taf. IIIIY; REMNANT S. 50; SETTis-FRuGoNi
S. 325 u. Fig. 115,
52
BoND S. 79; LooMis S. 178 u. Taf. IIIIT; REMNANT S.
24; SETTis-FRuGoNi S. 326 u. Fig. 1I7.
47
Lincoln (Linolnshire), Kathedrale.
Miserikordie, Ende des 14. Jh.
BoND S. 78; LooMis S. 178 u. Taf. IIIiU; REMNANT {
S. 91 t'.;SETTIs-FRuG()Nt S. 326 u. 116. .l£                                               r
-Z ;. 49
  si Miserikordie, erste Halfte des 15. Jhs.
         LooMis S. 178 u. Taf. IIIQ; REMNANT S. 40. u. Taf.
         21a; SETTis-FRuGoNi S. 328. u. Fig. 119.
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Whalley (Lancashire), St. Mary's Church.
Miserikordie, Anfang des 15. Jhs.
FRuGoNi S. 326 u. Fig. 1I8.
50
Cartmel (Lancashire), Priory Church.
Miserikordie, um 1440.
MEIssNER S. 185; pANzER S. 9; LooMIs S. 178, 184, u.
Taf. II,'P; REMNANT S. 77 f.; SETTis-FRuGoNi S. 330
u. Fig. 121.
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Beverly (Yorkshire), S. Mary's Church. Leipzig, Universitatsbibliothek (frUher Stadt･-
Miserikordie, um 144s. bibliothek), Repositorium II 4to 143 (cod.
                                           417), fol. 101r.LooMis S. 178 u. Taf. IIIfS; REMNANT S. I77 f.;
SETTis-FRuGoNiS.328u. Fig.II9. IIIustration der Historia de Preliis I2. SUd･-
 ･, ,/pm .. -･･stwww,,w,rw"ptww, .. ･･,･ italienisch, spates 13. Jh.
 , s.l5}tlill.kt,i$b,･ --etl £vekz-"-la'xw-#'bpm2L'"" .sc ,' Alexander sitzt auf seinem Thron, der in ein
xe,.,,x,,wuIh'fgg 's:i$gliliilylllliff."' gR.agiS,g,r",V,Ed,P,i,S,tS,/£e･:.g.,",e,iii,.iefl,"f,/lh,i"/2'si`ixi,/1':."S.i,g,/he
"FMme"eq`k""
,,,"
ri},gl:2:iillll.N..-.;a,,gV2,k{slillww lh2ekYM.ig,:3･UvYiie,C,sYsC,EoggPrgtphblS,aW･gO,3Sg,E':.:.X,e4.ig.ee,:n,glFg
    -･- ･t"--. ''-""' Institutes, 38, 1975, S. 60; SETTis-FRuGoNi S. 232                                           (Anm. 77) u. Fig. 77.
   . .-- - --. - t'r"kum"t{vtnsr vmLs un.t ll"{tt .t.lties,tttmeg eat`gli-}m westiicheHa.d,,h,,fte.- "t'irflil]S'.tt.}.;iz"sE'.t;'{).t(twg〉;2
     iiiustrationen ,3111i/sl〉/::{/tt .rk .?'`,i
                                                     .-lt ..it,,,2",j,¥il.lh'8,.IeN:tf.ia'iei Scod iat ssoi sii !Xlpa" e irv .i',
11i,siI.l,/Lll'g.2]h,i.k,.,dy,eh,,i.;/,.','/F.I,1//¥'11,,f,,,:"8,liiS,,g,i',Fl'11 ,1,.li14,.wa/'-e;.¥,,.,..,,,,v･g-,r･ttt･,geny,,',,･'･/}.,.i･iglllll･-ky/,,i･-;,{:･iigi...･ill/1'iE'['?li""l.iill-.
'h as･ ;-Yei･ '"a ･A ... d,, Hi,t".i,ain.(2.bipe,'E7i"ig,
ts
g
lx
w
L
              'W' -- g .skt"'' ..
,.... ' s----kes`:rf･" --- bonnes chaennes cle .fers, Les queles il fist
 " ' t 't'''t t'= t. V ... --.di-'opt?.,.8vtwti ,.fi.gept" X IIIustration der Sammelhandschrift, die den
  ' 'Sptttws ,i   . ,w  , altfranz6sischen Prosa-Alexanderroman (Re-
'5tzII;k･//,iiig - i. .'' Jdha,k.tion l) enthalt･ Franzosisch, Mitt, d,, 14.
    '.-℃`... Ii'W･･l Et quant la cage ]7itfaite, il 77stprendie .xvi.
    k
''l.r,',t-", ..' .-, - atachierala cage&mist aueuques soi char
･-" ･k pour donner aux oisiaus&esponges plaines
54
  une piece de char liee a une laiice & la bouta
  hors par le pertuis.
Die im Text erwahnte Zahl der Greifien ist
sechzehn, in der Illustration sind nur vier
davon dargestellt.
wARD S.143; DoDGsoN S.396 u. Taf. I; wARNER/'
GiLsoN S. 339 ff.; J. J. A Ross. Methods of book
production in a fourteenth century French miscellany,
in: Scriptorium. 6, 1952, S. 63 ff.; Ross 1963. S. 55;
SETTis-FRuGo: iS. 237.- (Anm. 78) u. Fig. 78.
L. ;:-A"m---fu---dvin-
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Le Mans, Bibliotheque de la Ville, Cod. 103,
IIIustration des altfranz6sischen Prosa-Alex-
anderromans (Redaktion I). Italienisch, spates
London, British Museum, Cod. Roy. 20 A V, catalogue general des Bibliotheques publiques de
fol. 20v. France, XX, S. 85 f.; Ross S. 55; SETTis-FRuGoNiIIIustration des altfranz6sischen prosa-Alex- S･232(Anm･77)･
anderromans [Redaktion I] (Le livre et la vrayhystoire du bon roy Alixander). Warscheinlich 57
englisch, spates 13. Jh. FUr den Text siehe Paris, Bibliotheque Nationale, Cod. fr. 1385,Kat. Nr. 54. fol. 63v.Rubrik: Comment li rois Alix'se.fl?istinonter en unvollendte Illustration des altfranz6sischen
/air as oyseauxgrif: prosa-Alexanderromans (Redaktion I). Ita-
wARD S.125; DoDGsoN S.396; wARNER!GiLsoN lienisch, 14. Jh.
s. 3s2; sETTIs-FRuGoNI S. 212 (Anm･ 20) U･ Fig･ 70･ Ross lg63 s. ss.
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London, British Museum, Cod. Roy. 15 E VI,
fol. 20v.
Illustration des altfranzdsischen Prosa-Alex-
anderromans (Redaktion I). Franz6sisch, nach
1445. FUr den Text siehe Kat. Nr. 54.
wARD S. 129; DoDGsoN S. 396 u. Taf. I; wARNERI
GILsoN S. 177 ff.; Ross 1963 S. 55.
55
59
58
i .
XX, fol. 76v.
Illustration des altfranz6sischen prosa-Alex. 61
anderromans (Le livre et la vraye hystoire du LOndon, British Museum, Cod. Harley 497g,
bon roy Alixancb'e). Franz6sisch, Mitte des ls. fOl･ 70V･
Jhs. IIIustration des altfranz6sischen Prosa-Alex-wARD S.128; DoDGsoN S.396; wARNERIGILsoN s.36g anderromans (Redaktion ll). Franco-flamisch,
f. u. Taf. 116; Ross 1963 S. 55. spates 13. Jh.
                                              wARD S. 127 f.; GoDGsoN S. 396; Ross 1963, S. 56.
60
Berlin, Kupferstichkabinett, Cod. 78. C. 1. 62
Illustration des altfranz6sischen Prosa-AIex- BrUssel, Bibliotheque Royal de Belgique, Cod.
anderromans (Redaktion ll). Franco-fltimisch, 11040, fo1. 69v.
spates 13. Jh. IIIustration des altfranz6sischen Prosa-Alex-
Dem Text gemaB ist die Zahl der Greifen in anderromans [Redaktion II] (La vraie ystoire
derMiniatursechzehn. dou bon roi Alexandre). Franco-flamisch,
L･ Olschki, Romanische Literatur des Mittelalters, SPateS 13- Jh.
iKM,t8B,i&i,g.i,gPB･E,W,g:/6"[,ie;E'gxB'/i,ieX,h,g,:ecn,/,,"6,d,tiE/l'//zilS3'3ii,t/,.eg.ti,S,8:ee,i -i.l/IS,F?'･sci/:,t!l,S,bg:･F,ircR,*,sl'gg,Eda,:Bgkiit･gtau'eLqeSe,7k':.2,hPe,rc
frangais a peintures des bibliotheques d'Allemagne,
Genf 1932, S. 37 f.; HUBNER Taf. 3; sTAMMLER Sp.
34I f.; F. Anzelewsky, Miniaturen aus deutschen
Handsehriften, Baden-Baden 1961, Taf. 5 u. S. 19 f.;
Ross 1963 S. 56.
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13. Jhs. FUr den Text siehe H. Michelant, Li
romans d'Alixandre par Lambert li Tors et
Alexandre de Bernay, Stuttgart 1846, S. 385 ff.
Rubrik: Ci dist eom Alixancb'es se fist haucer
a mont vers le ciel en une corbille et tenoit en
sa main une lance et ear entor.
MiLLET S. 130 u. Taf. XXV; Ross 1963 S. 12; SETTis-
FRuGoNi S. 222 u. Fig. 71.
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Paris, Bibliotheque Nationale, Cod. fr. 790,
fol. 81v.
Illustration des Roman d'Alexandre. Mitte des
14. Jhs.
MiLLET S. 130 u. Taf. XXV; Ross 1963 S. 12; SETTis-
FRuGoNi S. 223 u. Fig. 72.
   r,;Ii,v.fi,e.M..: ,:ms..gde. q
- f n:v"ifixv,dwp)g}ttauev"ine# '
,efi"
l'"`tas-t-'`S't!I':lldwE'#ptiipa･e･,,,i
c) Ro in an d'Alexa ii dre (V ersion ", . '',' ',r: t3' .･.
   von Alexandre de Paris) und i ''`i'i i"}il'it
   Histoire du Bon Roy Alixan- .i:Liiaiy. vi'   dre von Jehan Wauquelin '' "..･" .   (Prosa-Version des Roman '   d' A lexandr e)
Paris, Bibliotheque Nationale, Cod･ fr･ 786, paris, Bibliotheque Nationale, Cod. fr. 791,fol. 60v. fol. 68v.Illustration des Roman d'Alexandie. Mitte deS mustration des Roman d'Alexandre. Spates
-･ tt-. ･. ･, 14. Jh.               '
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66 ranges qu'il avoient trouvet en inde aulcuneOxford, Bodleian Library, Cod. Bod. 264, Partie･ Etfist ches .ortl19bns tres bien loLyer de
fol. 81r. chaines de fl?racette ca.oeachascun coste.
#i,-gSi,]t4ill,:/-,1'zi;71k'ie,℃,,//Y,,2jiit"/li･2il,e.,rita,'/iii'Iiii,,pFi,l,/3.e'li/℃･,lk/i'i,14il'f'iii.e#31ja:,/1,f"gfaisi[eed,'(･'ilkaiii/klaEagi[i'/?'iid//iilfrli.11illil
,X.id,3,//:･6･isa#Mti?i/e6gl,ghdl,MR',,9.?l,"/Y･/9?9.tl,"i"f:d:,XS,F.lg,'[,8?,s..ili/lidl. aoi,er3h.ede,ilisCghg･,a"i$gl.:pga?,O:,g,t.,sll:.9g"jelzezi,t;'£'i/eeol.･'S,
comska, The Mjniature Cycle in the Sandomierz Pan- mencherent a eslever en air pour aler mprez
V,X.R･;,xa.egai"Rp8a,l.gM.n:,,ljilnelglgu;r?n;e9grg?,P6hie,ZS.fag'/ei･g"18.:.'fi 2a,.yes"gz,e.',eg,e,sl.ey",:MCz.,e..{xe,z",'siff,`,41f,.cz.l,e,
S.223u.Fig. 74. Ia cagre et la viande et toudis en aloient.. . .-"ri.e-v."- finablement tant monterent que les barons de
  ,ut "liliesi,utesit,`i"'llllkpt.¥iil[:.,{sZ{y';icrH.ili{ i.'0S,',.P,e",d,i"asS3.,,V.e."."e,,de.,〈f."fi',,MA"ii.1".e.'d[ile,
    X.Nl.'i'ecS""astwss'"ii'iff;sixx'".lil.Iiii$"iEs:"ilii,e,, i'g.a;･x"i,/fg;{o[;tS,b21isli,,/lll'iilJMi･'S,i･.IS,iJ:fi`,ti,'I.z,i/6gl.2,liS"//h'Soa.'i,/1'i",,ii
    .itu' ",･ ,r 'es,", t d'une petite soij; et de la mer qui aloit al    s i.' '. , X . . . i."va- " ･;j environ de la terre ce ly sainbloit une petite.
   ' '･ ' ･'-'f' l eoleuvre.-･                        '    ･ ) 1 '[ .., ,,
           V lt.,.''.' '            I ff SS '., -
                ""'" i ss' '' 'i
        .. ,"SlilX,l,futig"{"sVE:swang"es:gj
     eiEge -e' S"'. .lj tl l' ." ";ii )'ei
as '. ,'' ne ene,11nlS ,.,t( J"i
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Paris, Bibliotheque Nationale, Cod. fr. 9342,
MiLLET S. 125 ff. u. Taf. XXIV; Ross 1963 S. 17.
fo1. 180v. ,t,,･M･t. fT,ir":. y34.j.
Illustration der Histoire du Bon Roy Alixancfre
von Jehan Wauquelin. Um 1460. 68'e.`S'2ur'.v2",z".zle.s,c.",rp,2",gseEs,z',h";.fis.`.fo,'",' 77,'i',.Pt?S:gglahSl,9.91LdD."〉".iL'RC.O.dAt,6.5..di.
  mettre dedens etpour soy bien aise conduire V9.n Jehan W.auquelin. Mitte des 15. Jhs.
  cledens･ euant la cagefa faite, il fist prendre. Fur den Text siehe Kat. Nr. 67.
  ･Vl". ,grifbns, dont il avoit assez en son ost, MiLLET S-125 u･ Taf. XXIV; Ross 1963 S. 17.
  car en son ost il avoit de toutes choses est-
58
 is es'' '"k.･rtt.s..,.t¥"'M-''".tee/.. 11ijefiN:' .&/i"'ec
 'ift , iv .                 .,lsi.".. tw'};iiililitll/illXI,--,,"s$.tsf.;"i?.tt.t$1-i't.ljk""',ti
  P "ya`. ft '"ff.Y..ny.bitftr.ljtL.kV
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                                               und immer werndez herzenleit. ete.'
                                               er sprach: `ich sich niur einen huot
d) Weltchronik von Jansen sweben in dem wazzer nAch.'   Enikel diu stimm sprach: `cidst doz ertri"eh,69 doz di2 dort sihest sweben,
,R
,2g,gnsb.u,rgp,Ig"fi",",gd,fia,x,'es,C.h,e,"Ofbib"O- ,A,[egxtgdneZ,"e,rg,as,ifzlZ.ad"e,mh,e.big,x,sE,n,tsR,r2c.hei;g,･agf
i.ii,",sE,ra.`,lo,",g,i8iii,bX,7.9,M,.Il,1],ie.ge,M..,",keXEa."idke,1 k,2cE?ge,ip,e.,2'e,ii/fitkgG,,gi2d.}a,`e.fKi"g,eF,th,M.i;iSiI
suddeutsch, spates 14･ Jh･ mend.
Te2ibt:ieglich grva fliesrend wart, g5%?R,.S,,2g"7i g.bsb4' a? ;F,PgO. PsP6E.N S i66' ROSS i963
  d6 wart niht lenger gespart,
  er hiez einen sezzel scho"n  bringen und mit siner krbn 70  zuo dem sezzel zehant MUnchen, Bayerische Staatsbibliothek, Cod.
  zwoA stark stang, die man vant c.g.m. 5, fol. 180v. col. 2.
  und an den sezzelguot mustration in dem aus Janzen Enikel's PVelt-
  derktinic dO vil wolgemuot ehronik entlehnten Alexander-Abschnitt der
  hiez binden mit starken fsen･ weltchronik-Handschrift (gemischter Text von
  '''''''''''''''''''''''''''''' Rudolf von Ems PVeltchronik mit Fortset-  die grij??n truoe man dor zehant, zungen aus der Christherrechnonik und EnikePs
  doz was an dem morgenJfi'UO, pveltchronik). Sdiddeutsch, um 1380. FUr den
  und bant die ouch cien stangeii ZUO･ Text siehe Kat. Nr. 69.
  die grCfen warn hungerVar, pANzER s. g u. Abb. I4; E, Petzet, Die deutschen
  des nam der ktinic wOI War: pergamenthandschriften Nr. 1-200 der Staatsbiblio-
  die stangen er ge"n himel raht, thek in Munchen, MUnchen 1920, S. 9 ff.; .poppEN  da von doz as aUez blaht. S. 166; Ross 1963 S. 40; Ross 1971 S. 94 u. Fig. 122.
  d6 juorten in die grijl?n schbn
  geAn dem himelischen tro"n. 71
  '':''''''''''''':'''':''''':' Wien, Osterreichische Nationalbibliothek,
  do kom zuo lm .em s〈IMIqe, cod. 2g21, foL 195v, col. 2.
Ij"l,iz,g-..i,:.Z/1,.rid,ZO,Sl/E/tth'i."1,f'Z'`"'e ,'k"2ii.5,kt'Oi9,earc,r£en,:,,igiXd,as,:gd:efii",Sv,tC:h,.:'J.t5n.dssee'
  streben, doz wirt dir leit, Nr. 69. .  dt"t wirst Iiden arbeit Ross 1963 S. 40; Ross 1971 S. 99 u. Fig. 141
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72 Illustration (87×87mm) in dem aus JansenSchloss Harb rg, Oettingen-wallerstein Bib- Enikel's Piikeltchronik entlehnten Alexander-
liothek, Cod. I. 3, fol. II. deutsch, fol. 14sr, Abschnitt .der I:Iandschrift (Rudolf von Ems
col.2. PV'leltchromk mit Fortsetzungen). Deutsch,                                          zweite Halfte des 14. Jhs. FUr den Text siehe                              .
Ross 1963 S. 40; Ross 1971 S. 90 u. Fig. 103.
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Stuttgart, Wifrttembergische Landesbibliothek,
Col. H. B. XIII, poet. germ. 6, fo1. 254v, col. 2.
Illustration (110×85mm) in dem aus Jansen
Enikel's PVleltchronik entlehnten Alexander-
Abschnitt der Handschrift (Rudolf von Ems
Weltchronik mit Fortsetzungen). Deutsch,
erste Halfte des 14, Jhs. FUr den Text siehe
Kat. Nr. 69.
Rubrik: Hie ,fbr Allexander ut mit den greiif:
flaii.
Ross 1963 S. 40; Ross 1971 S. 87 u. Fig. 96.
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1930, Teil 2 (von G. Struck), S. 102 ff.; Ross 1963
S. 40; Ross 1971 S. 93 u. Fig. 115.
                                          75
                               . Heidelberg, Universitatsbibliothek, Cod. Pal.
                               J' germ. 336, fol. 155r.                                '
. -- FUr den Text siehe Kat. Nr. 69.; Die Erde ist unten als lnselstadt dargestellt,                                          die vom Meer umgeben ist.
                                          Ross 1963 S. 40; Ross 1971 S, 91 u. Fig. I10; SETTis-
                                          FRuGoNi Fig. 80.
                                             '.s'
                                                 '
-･l                                                          "by,}e]
lll4assei, Hessische Landesbibiiothek, cod. .,., liSlilfliZ}v
Theol. Fol. 4, fol. 264v, col. 1. ". ･A
IIIustration in dem aus Jansen Enikel's PVelt- "fZi,',i ,.. 'i .
fg"s%"(k.,S,¥t,Le.h",t8.",,,",Le:afigfik-,",R?fi･,hne'g',,i.l,gr. :;"-g-,l"L. `･.
h,ethzefihir,ogg'k,',,di,hi.Illl,C3C,hdl9,"gk.,V.O,"d,R,:･.SOi'i.Vi.i2". "i";"i9rg".IS(ill)"'
                                 .. LSI{L"Nwa                                             n}t･･･ -W' Nlienischen Maler in Deutschland illumineirt
i
t
let '
t
-. le2..
(Venedig oder Lombardei) oder von emem ita- y ,'X'                         ma
worden sein mUBte. FUr den Text siehe Kat. ,,, 〈gk L. ZtSNg:〉g";Nr. 69. ,"vv･ `h"}i,Alexander sitzt auf den RUcken der beiden
Greifen. Die Erde, die himmlische Stimme und
die beiden Lanzen mit der Lockspeise sind
nicht dargestellt.
W. Hopf, Die Landesbibliothek Kassel, Marburg
.
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76 lustration zwei Stangen erwahnt.MUnchen, Bayerische Staatsbibliothek, Cod. H･ Vollmer. Ober- und Mitteldeutsche Historienbi-
c.g.m. 250, fol. 184v. beln･ l･ Berlin 1912. Nr. 3; J.F.L.T. Merzdorf, Die      . . deutschen Historienbibeln des Mittelalters, TtibingenIllustration in dem Alexander-Abschnitt der 1870, S. 548 f.; Ross 1963 S. 39; Ross 1971 S. 110 u.
PVleltehronik von Jansen Enikel. SUddeutsch, Fig･ 150; SETTis-FRuGoNi Fig. 81.
frUhes 15. Jh. FUr den Text siehe Kat. Nr. 69. ･
   t a't X. ge. N.,'L g" l    +. --!- N'〉- ts "'! .s t' '# A l -･'' Y℃'' "' ILt ,,,       .:s                       N                     ... rf, iSlilXi -i(xS.
                                                       " kYX.,
                                                              -t
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Berlin, Staatsbibliothek preussischer Kultur- 78
besitz, Cod. Germ. Fol. 565, fol. 528r. MUnchen, Bayerische Staatsbibliothek, Cod.
Illustration in dem Alexander-Abschnitt der C･g･M･ 520, fo1･ 232r.
#'2'l9i',!d[,i/iil,,',,biil･iiigeigi,iRiffi.ii･;,,:.2n:,:,11c;i12.li･il･,T,a.,2,)･ill,,,,;Ai,iMz.t ex,x.g¥lr/k'pt::tsI,11
 ysni stangen mit ysen an den sessel binden und ' - '. S 'i  hievB an ain yegklich an daz ort binden flaiseh. "' ,'k . `  Und band die griVffen an ain stans undfdirtend , ･ -'  ihn die griL(7Ten tiber sich gegen dem himelschen '" se s '  tron. Do" kam ain stimm z" im die sprach ." " s, l
p.fbOii",kk.(fa'CgSrg('2ugr4(i'iii･E,idg[i",f:{Wl,gW.8'.du,,'"fi .`'"'a"etlt'e',yt.".1ililSIIIilli$ll$Iklll,i,,a,Ii
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Illustration in dem Alexander-Abschnitt der Rubrik: rvie sich ktinig Allexander tet zwene
1465 geschriebenen deutschen Handschrift der grij7lan gegen himelfdiren.
Historienbibel (Rezension IA)･ FUr den TeXt Die mustration ist dem entsprechenden Text
vgl. Kat. Nr. 77. nicht getreu.H. vollmer, Ober- und Mitteldeutsche HiStOriend H. vollmer, ober- und Mitteldeutsche Historien-
bibeln,I, Berlin 1912, Nr. 13;J･F･L･T･ MerZdOrC, Die bibeln, I. Berlin 1912, Nr. 30; L. Altermatt, Die
deutschen Historienbibeln des Mittelalters. TUbMgen von staalsche Historienbibel der Zentralbibliothek
1870, S. 36 ff,;Ross 1963 S. 39; ROSS 1971 S･113 f･ solothurn. in: Festschrift Karl Schwarber. Basel
u. Fig. 160. Ig4g, S. 3s ff.; Ross 1963 S.; Ross 1971 S. 116 u. Fig.
                                        163; SETTis-FRuGoNi Fig. 84.
New York, Pierpont-Morgan Library, Cod.
268, fol. 22r.
ILIustration im Alexander-Abschnitte des
schwabischen Bibel-Bilderbuehes um 1390-
1400. FUr den mit der Historienbibel (Rezension
I) identischen Text vgl. Kat. Nr. 77.
S. De Ricci und W. J. Wilson, Census of Medieval and
Renaissance Mannuscripts in the United States and ,
Canada, New York 1937, Il, S. 1416; M. Harrsen,
Central European Manuscripts in the Pierpont-
Morgan Library, New York 1958. Nr. 40, S. 55 u. '
Taf. 59;Ross 1963 S. 39; Ross 1971, S. 122 u. Fig. 177.
--N t .," ". .t"diS. S, ･'i .- . .,･ ptixg  b. ." .-
･apaglp"ptnyts t･wa-
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Solothurn, Zentralbibliothek, Cod. (provisor)
Nr. 217, fol. 292r.
Elsassisch, um 1440-60. Illustration in dem
Alexander-Abschnitt der Historienbibel (Re-
zension IB). FUr den mit der Rezension IA
identischen Text siehe Kat. Nr. 77.
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f) Sonstige sind namlich sehr frei aus dem Gedachtnis dessl Abschreibers erzahlt, der eine Version dieser                                              Episoden kannte, die in einiger Hinsicht miti23?.ch2s:v.sammiung Peter LudWig･ COd･ iO･ efi:.,?.agl,is.e,f,H.a.n,d.sfth.rSf,,,d)eti.bR,O,,"i.a',',i:ifXi9andre
Historisierte Initiale aus einer in der ersten Text:
Halfte des 13. Jhs. entstandenen Handschrift eue Alexandve se fist avaler ens el fons de
der Historia Scholastica von Petrus Comester. Ia mer, et apres fist porter en l'air as gr(fons,
Im Text von Petrus Comester ist die Luftfahrt etpuis se mut en Babilone et la conquist. ･･････
Alexanders nicht erwahnt. (Beginn der Einschaltung)
H. P. Kraus, Twenty-five Manuscripts (Catalogue),Vaduz1961,Nr. 12. s. 3g ff.;Ross ig63 s. 37;sETTis" E PUiS Se Pensa il la nuit qu'il voloie veoir
FRuGoNi S. 225 u. Fig. 75. I'air. Equant vintal'endemain si fist il sor la
plainne dou sablon qui sor la marine cie l'Ocean
estoit, qui estoit larges de kascune partie plus
cle .iii. jornees ････････････ (Lakune) ････････････
Donc fist ,faire .i. vaxel de fast biaus e
larges tant qu'il poi'st cledens entrer. E puis
fist prendke .ii. porceltis et le fist lier as .ij.
sroses lances. E fist ,faire .ij. kaenes et lier
bien li vasel. E cil vaxiaus estoit reons eom. 1'.
ouL si avoit .ij'. pertuis par ont il mise les
lances qui portoient li porceL Puis entra de-
dens li rois Allexandres; e puis qu'ilju dedens
il fist lier .i7'. oysels grCfbns et sele kaene
grosse a cel vaxel. Cill grUbns estoient moult
ofames, adonc lor monstra li rois Allexancb'es
lti poreels as gr(fons, e quant li oysel lti virent,
qui grans faim avoient, il s'esmurent tantost
a voler por prendre cel porcel que voloient
prendre. E toz fois yoloient en aus a plus a
plus qu'il cuydoient atendve les porcels. E
ensi volerent i/ jusque ore cle midi. E quant
vint a ore de midi, que li soleil l'escambit
moult duremens, tant qu'il ne pooit plus durer,
e qu'il estoient tant montti en sus que ses gens
. ne le purent veoir, et il ot moult veueconeuin"Aa""ulVS"ut..A ... cle t'air, e qu'il ne veoit ne montagrne ne
                                                planure ne nulle autre cosse fors li ciel et
s2 l'air, il compenca cle cliner li porcels ver li;sy,}e,n,,,g,st:6rfichischeNationaibibiiothek･Cod S,Zi.selSas.2ijibiii,Xadct,r.ae,:l,/e.vS'i,S,oe.itgOz",S.Zj,p.8eririg]S,eS?
Illustration in dem Alexander-Abschnitt der Allexandre. Equant li oyxele ,fitrent yloc keu
im 14. Jh. in Venezien entstandenen Hand- que mangti avoient li porcels il se reposerent
schrift der Histoire universelle. Alexanders volenters. Adonc vindrent cil qui a li oysel
Meeres- und Himmelfahrt kommen im Vulgar- donoient a manger si lti pristrent a lg retorne-
Text der in der ersten Haflte des 13. Jhs. aus rent en lor gtnges qu'il soloient ester. Emante-
verschiedenen Quellen kompilierten Histoire nant li rois ysit dou veysel qui moult en fa
universelle nicht vor: die beiden Episoden lie'sesiprinces ausiquimenerentgransjoie;
stellen die fUr die Wiener Handschrift spezi- epuis tantost.fLirentmises les tabZespor man-
fische lnterpolation dar. Die beiden Abenteuer ger a grans clesduit. Adonx fist il metre en
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  escrit toz cestes mervoiles et to:･ quant qu'il Genesis, die sich im 14. Jh. in Venedig befun-
  avoit foit ne conquestti. den haben dUrfte.)
Rubrik: eue Alixandre se fist ai'alers el.fons de H. J. Hermann, Die "iesteuropaischen Handschriften
Sthm.,f".st,ue.7e.;sg.",s.c.e.eaz",fzz];,g･?,grijrbnset eS,iisge,rE,:b:aEb",2;,,vdilz8..8,lg･iix".-9･.HR,iS2･5'l9'sltg.;[/6't.',,e#1
Alexander wird von zwei Greifen in die Luft A Giottesque Episode in English Medieval Art, in:
2sl/l"sgBl.Ze/.`g¥ae.gb:u:n,'dde,'X.i･Yn;t,･,efdt/e,"xelg,iitl".a,II!uagd:aes- i'/e.:"ag,i･X'isOsfi,)zfi.,W',,?IPa?..riiigngc12gCB?O,/a',ri.'2//'i,d,,zsk",2S,/1,g6t;'iE,kh;il
Uber aber der Text nichts sagt. Die Zuschauer- lg63, s. 226 ff.; Ross 1963 S.20; K. Koshi, Die
gr,¥P,PSI,.",",te.",iZt,,aZC,,h.,V.O,I:,'.e.X,t."iG2Eg,eSO,;: Il(ie:":eE'?66g",t',S,l,g,gre.d,:,:,'ig,5Si&e,,'h,,i,g.O.d,cs2,{asZ,,,,,"e,t.,gr-
werkes von den eigenartigen Angaben des Koshi. Die Genesisminiaturen in der Wiener ,,His-
Textes bestimmt ist. toire universelle" (Cod. 2576), (Wiener Kunst-                                             geschichtliche Forschungen I), Wien l973, S. 29 f. u.(Die Wiener Histoire universelle enthalt SOWOhl Abb. 42; sETTis-FRuGoNi s. 227 ff. u･ Fig･ 76･
in den Genesisminiaturen als auch in jenen
Miniaturen, die profane Sagen und Geschichte
der Antike illustrieren, eine Anzahl von s3
iPglteLP,:,},fZ."h,.r::b,E,Sii,emee",,2,91iSiR,s:.Mfi,en,£d.e,l,"d./e,e.Gr,Fu:p;Res W..o,ift:?bgttg'･.".egzo.g.i)7,u,g.yst,B9ii2gee5･Cod･
Parallele in der Szene des Bundes Gottes mit Illustration in dem Alexander-Abschnitt (Alex-
Noah unter dem Regenbogen in der Wiener ander von Ulrich von Eschenbach) der deut-
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schen Sammelhandschrift (Christherrechronik nihtme" wunder er vernam
etc.) des spaten 14. Jhs. it'enn claz doz ertrt"ch ummegiencText: wazzer und doz gar bevienc,  s6 hdirt waz Alexander tet. und claz tler erde breite
  P6rus zwe"n gr(71?n het, of doz wazzer geleite  die er von jugent het er2ogen. swebt als ein cleiner huot.
  der het ein meister s6 gephZagen obwohl im Text zwei Lanzen mit der Lock-
  und het sie. alse g.ewent, speise erwahnt sind, ist in der Illustration nur
tlii,/r.S/S.;i'l(S:,/:elh,IX,./il/X.1nt'i"V'oldt /iLpa,",a,ter,61,igeia'l'g,÷ok.s,e:w,ogeg,cc,hxrtgy;"",gi,fe,"2ReE:･g?e,gg
  em wolt tiz cier mtize gern. bayerische Buchmalerei des 14. Jahrhunderts, in:  von seltst?nen sachen MUnchner Jahrbuch der bildenden Kunst, N.F., lo, zz,eZ,e,',n.glil6S,WZ.e.",la.fil:be,",' iV?a3S."gil,ig':Os,O,?,ft)h.eR,OASGZ,:S?s,G,9,r'o.Df,ll,?"¥.c.hRv,Oo.SnSIEs.',4e,nOb,lcgh,W;
 und die an die gr4fen widen. S･ 239 ff,; Ross 1971 S. 70 f. u. Fig. 76.
  in doz gesttiele sazter sich,
 als die recle vernomen ich 84 tlli.)Z.,liirh:,e:zgdef.".511il:li,3.ew.zhill.n,'man ,M,"lch,e,nf,,B.gyfir,igc.hestaatsbibiiothek,cod
 zwei a"s gar h61e reeken: IllUStration von Hector MUIich (Augsburger
 clar naAch die gr(7len tZf vlugen KaUfMann) in der 1455 datierten Handschrift
 und in gagen den ltzfren zugen, der vOn Leo's .Nbtivitas et Victoria Alexandvi
 dos er an dt7z kwste kam. Magni abhangigen Histori von dem grossen
                                             Alexander (oder Alexanderbuch) von Johann
l};?i'
lllii'f
Hartlieb.
Text:
  Da gedocht ich .ie, wie ich den Himmel bertih-
  ren mb'cht, und litzfi niir bereiten ein starken
  Sessel, der whol mit Eisen beschlagen war,
  claran hiq19 ich machen starke Balken, und
  band claran gezdihmte Grept?n, und hdtt
  dovor eine lange Stangen, doran war clen
  Grept7n ihr IEIssen gemacht,' die Stangen mockt
 ,s' ,#es,l,th'.kt"'R '' ."',, .'
   t ij t tt/t . fu- .Utpa. :t ,x -"-" ts
          tt .. .tx,}L,".ts{.. 'r･
         t-" .ge Epi ･,taE
Spt;;ech,e.-" K)L-.-...,t..--L.
. .H4
e/`"'.s" "n---!i3$b'
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  ich z･u den 6reijlen riickeii oder i'on ihiieii. 1'm aw.B eim grrimiglichen iornn aZexander wo
  Ich /ieB die Greifen ihi' Aas kosteJi, dai'nach vvildu hin wildu wicler got streben claz wirt dir
  recket' ich die -Stange i?ber sie, aber die leyt,fn dein hymel kumpt nymant don der es
  Greden verineinteii die Speise zti erlangeii und ver dint hat mit gutten wercken do der kung
  schwangren ihr Getfieder; init dem erhuben sie die stym vernain do sprach der kungr wo Eol
  mich ttird deii Sessel von der Erde. ich hin foren Die stym sprach aof clas ertnch
Rubrik: vvie alexaiider in die ltZl(lr T't;r mit den der ktmg spraeh ich sich nichtes tlan ein hwt
grre.ifflen. siveben in dem ivasser Do sprach die stym clas
Ross 1963. S. 49;Ross 1971 S. 140 u. Fig. 2os. ist das gancz ertrich clo fore zu dos tet er.
                                              Sowohl der Alexander-Text als auch seine85 I)lustrationen in der NUrnberger HandschriftNurnberg, Stadtbibliothek, Cod. Cent. V, ii.".d,,a."g.?.1",el,r, li,vll,"i,t,rl'i?S;e,i"k ,Ilfl,"hdfi2hrift VOn
App. 34a, fol･ 144V･ K. schneider und H. zirnbauer. Die Handschriften
Nordbayerische Sammelhandschrift auS der der stadtbibliothek Nurnberg, Wiesbaden 1965, Vol･
zweiten Halftc des 15. Jhs. Eine der vier I. S. 440 ff. u. Taf. 17; Ross 1971 S. 124 f. u. Fig. 428.
Alexander-Illustrationen im Bibel-Bilderbueh, .. .- - " ..
das die Handschrift enthalt.
  ･･･wunders am h.}'inel ttJid in deii wo/ken IV Ubrig.e west1icheBiId-
  vvere Und lieJ(3 y'm ein stt?l inacheti itiid lie6 zeugnisse
  ezweJi kolben von .fiq'6ch aii ciwtt staiigeii s6
  pinden an den stt7hl. ui{d zrven gre.ilffieji .lieLi(] London, victoria and Albert Museum (DePOt
  Sir;CiSi'iilehnlcilelbtlliZ,'z",rz,ieijZIIif,I,･Is'2?:･I,a,tii,ii,SSI/te,i'i;fl1'cgff11' V.O,",th,E,E("ua.ikdi2F,Ilig,iiSG'.d,froiddeciaire),
  an die -Wolcken do jurtten die gi:e.ilffien den Mitte des 12. Jhs. Email.
  kung claz der gotliche wil nit ivas er 1iocher Die einzigartige Darstellung der Szene im
  solt kummen clo kom ein st.i'm die sprach :u Profi1: Alexander sitzt in einem von Iinks
-- kommenden Wagen, und die beiden Greifen
streben im Profi1 hintereinander nach rechts
empor. Die Luftfahrt Alexanders ist Simson
mit dem Ldwen gegenUbergestellt.
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J. B. Waring and F. Bedfort, Art treasures of the A. VV'arburg, Hamb. Fremdenb.. Beilage zu Nr. 252
United Kmgdom, London 1858. Taf. 6. Nr. 5: pANzER Nom 2. Marz 1913; B. Kurth. Jb. AIIerh. Kaiserh..
S. 10 u. Abb. 12; LooMis S. 178 u, Taf. II'L; sTAMMER 34. 1918. Taf. VII u. VIII; LooMis S. 183 u. Taf. IIIo'
Sp. 341; W. H. Forsyth, fdFround Godefroid de CIaire. HERz}-ELD S. 128; 6ot. Bjldteppiche aus Frankreich ul
]n: Bull:ofthe Metropolitan Museum ofArt. XXV. Flandern, MUnchen 1923, Taf. 30-32; sTAMMLER
1966, Fig. 18; SETns-FRuGoNi S. 257 u. Fig. 83. Sp. 342; A. Warburg, Luftschiff und Tauchboot in
                                              der mittelalterlichen Vorstellungswelt, wiedergedruckt
s7 Y,'6.G?Ba,:?r7S.ile,S.ch,:Lf5z",;,5･S,233",gga:,izn,:{sghg.(:},g.s:
Soest, St. Patroklus-Kirche. FIOrenz, S･ 275 ff･); G･ T. Van Ysselsteyn. Tapesery-
                                              The most expensive industry ofthe XVth and XVIthGesticktes Kissen, das ursprUnglich in der centuries, Den Haag BrUssel 1969, S. 53S. Tf. 28;
Reliquienleiste des hl. Patroklus dem Kopf d(s SETTis-FRuGoNi S. 239.
Heiligen als Unterlage diente. Deutsch, 12. Jh.
Inschrift: ALEXANDER REX.
Alexander als Symbol der Superbia ist dem
Lamm Gottes (auf der anderen Seite) gegen-
Ubergestellt. In den Handen halt der K6nig an
sehr kurzen Stangelchen Lockspeise fUr die
Vdgel, die hier nicht wie ttberall sonst als
Greifen gebildet sind.
scHNUTGEN. XII, S. 159 u. XV, 1902. S. 177 ff. u.
Fig. I-2; CIemen, in: Zeitschrift fUr bildcnde K.unst,
1903. S. 39; pANzER S. 10; LooMis S. 140, I83, u. Taf.
I!A;sTAMMLER Sp. 337; M, Schutte. S. 27 u. Abb. 39;
SETTis-FRuGoNi S. 157 f. u. Fig. 36.
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MUnchen, Bayerisches Nationalmuseum.
Decke der Weberzunftstube aus Augsburg,
die 1457 von Peter Kaltenhaf gemalt wurde.
Unterschrift: Alexander fi7er in die hb'chen,
71dit zwue span breit die ganz erd sechen.
AIexander sitzt in einer Art Stuhl, vor den die
Greifen gespannt sind.
PANzER S. 9; sTAMMLER Sp. 338; Festschrift zum
hundertjahrigen Bestand des Bayerischen National-
museums, Mthnchen 1955, S. 45.
                                              90
ss Zierbildchen in dem auf Plutarch's va'taeIXZM.a,gi,a,2Zh??.Ori?,,,N,,,....,..,,., pP,gae,"uggie("Ae.,gb.abS,ier.e.".de"M,,lk67"ip,he..de,,f,],ie,L,{f,
Pl}ilipp den. Guten von Burgund gewirkt. cARy Fig. 4; B.A. Henisch s. 25 u. Fig. 1; SETTis-
Die 1iterarische Grundlage bildet der Alex- FRuGoNiS･225(Anm. 64),
ander-Roman c',es Jean Wauquelin ven 1448.
Ale.xander sitzt in einem verzierten Metallktifig,
in Jeder Hand halt er eine Stange mit den
KOdern fUr die vier Greifen.
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V. Bildzeugnisse, die in zeit-
    gen6ssischer Literatur er-   wahnt werden, aber nicht
    auf uns gekommen sind.
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                                              Der Chronist Aymeric de Peyrac (gest. 1406)
                                             erwahnt einen MosaikfuBboden von 1063 in
                                              Moissac, in dem Kdnig Chlodwig zwischen
                                             zwei Greifen dargestellt sein soll: m6glicher-
                                              weise handelt es sich hier in Wirklichkeit um
                                              Alexanders Luftfahrt.
                                              Paris, Bibliotheque Nationale, Cod. Iat. 4941
                                              A, fol. 103v-104r:
   -･-- - - --- Cuni ascenderet (Clodoveus) de Bur degala                                                7;l2o/osam talis visio sibi cU:itrit nocturnalis,
91 scilicet, quod duo gril19bnes in rostris lapvidesLondon,BritishMuseum,PrintRoom. eb"ibeq'.".ei}thS;S.i,",IZ,",g.`,la.MdeVbai,ll.eh".spdijOfn"t,a."iti.f..'
Einzelblattholzschitt von Hans L･ SChaUffelein eiabat. ... unde in pavimentis de 1opillis variis
(ca. 14801907.1539140), 210s143MM･.(ElaS duobtts grilffbnibus materialiter artij7cio coM-
Blatt des British Museums iSt daS einZige paetis prope altare dicti monasteri, niqior
bekannte Exemplar). Anfang des 16･ JhS･ huius proceditttr rei geste figura･
:,sClr?iSOD.NgSE,,jd2,6u,tscX,g'IEf,i:ilii.S.Pg?,t)h',iiiS,Nfiii8z3tt'RI)lx"R,X,'sSi E.(){:a,tsg)I,isi7eaeF,OsSi.ai?gE,l,"J,d,eSM,h..ii`i?,i,E,],a",:,SMS?",xraslliflil,g.gSad,Cg'
Nr. 1063; sTAMMLER Abb･7u･ Sp･ 341;.C DOdgSOn･ Moissac, in: Bull. Archeol.. 1894, S. 196, 268 ff･;
catalogue of Early German and EleMiSh WOOd9UtS sT.MMLER sp. 33s; M. Durliat. VEglise abbatiale de
prcserved. in the Department of Prints and DraNN'tngS Moissac des origines a la fin du XIe siecle, in: CahierS
in the British Museum, II, 1971, NO･ 117･ Archeologiques, xv (1965), S. 155 ff･; M･ Vidal, J･
                                              Mavry u. J. Porcher, Quercy Roman, La Pierre-qui-
                                              vire {Yonnj) 1969, S. 107; SETTis-FRuGoNi S. 268 ff'.r･- ,,'ZI;Zl-'i!,iwt"lI.l,〉(f'--ss,, ,
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In der Geschenkliste des Papstes Bonifaz VIII.
im Inventar des Domes von Anagni (vor 1303)
ist eine Darmatik erwahnt, auf der die Luft-
fahrt Alexanders gestickt war:
  Item ,i cialmatica de samito viridi cum
  paraturis in .fimbriis historia Alexandri
  elevati per grijbs in aerem.
B. di Montault. in: Annales archeologiques, 18,
l858, S 26; LooMIs S. 140; sTAMMLER Sp. 337; L.
Mortari. Il tesoro della cattedrale di Anagni, Rom
1963, S. 14; SETTIs-FRuGoNI S. I54.
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Ein italienisches Gedicht des 14. Jhs., La
Intelligenzia, beschreibt ein Zimmer mit
Wandbildern, von denen eines Alexanders
69
Greifenfahrt darstellt:
                                                      }x,E.'))ue.esci,a,',O.",ie.S,S,1',Ith.,;.O,Sig.'l9,Ze,,.... SO.tt' gogO
                                                 ･""Ecome in aria portarloigriiffbni,ecoine '[AI6ii
g,v,.EVfgh`Z,,:,?ge,ke,Q'ue.ei/k8:r,g,O,u'icih,,s,ur.T`ss,inst,g,es,cbic,hte,s;s, (]IIXIIIIIIilliiima-va#.,
LooMis S. l40; V. MistruzzL VInterligenza, Bologna L.rz ･i; i !;'{:;N,..z t
S. 160. !,･,'N.".. ..'N.:-'1-･-･.."-...';A.v....-v't .--"'-`k                                           :'r,J- 'h.it. " S'`"1.:--..;;-"- ,,':'/r+s}.;Ns
                                           -/s
I928, Stanza 216; sTAMMLER Sp. 337; SETTis-FRuGoNi .; rl...-..)i`." "'""tit.'.... .'h......- .r;
i"i                                           -IiVL Bildzeugnisse, die in der 'Forschung falschlich alsdem Thema der LuftfahrtAlexanders zugeh6rig in-terpretiert wurden, odersolche, deren Zusammen-hang mit der Himmelfahrt
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                                          9795                                          Rom, Museo dell"Alto Medioevo (ehem.Berlin, Staatliche Museen. Castel S. Angelo).
KoptischerStoff, 6.-7.Jh. Reliefplatte, aus dem mittelalterlichen Rom
W･ F･ Volbach, Spatantike und koptische stoffe, stammend, 9.-10. Jh.
B3rlin 1926. S. 16 f. u. Taf. 46; SETTis-FRuGoNi S. 152                                          J. Sauer. Symbolik des Kirchengebaudes und seineu. Fig. 33.                                          Ausstattung in der Auffassung des Mittelalters. 2.
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                                          A. Pavlovskij, Decoration des p]afonds de la ChapelleBrUssel, Musee du Cinquantenaire.                                        Palatine, in: Byzantinische Zeitschrift. 11, l893, S.
Koptischer stoff aus Munsterbilsen, 7. Jh. g9p9a,,",K,lki,g'.a."dfi.'p,3i9,,5A,Os',.WfTe".itBf ,",ii.Wfgl'6.VsO.i?6aCfbl
I･ Errera, Catalogue d'Etoffes anciennes et modernes U･ Monnerat de Villard. Le pitture musulmane al
(des) Musee Royaux des Arts Decoratifs de Bruxe"es, soMtto della Capella Palatine, Rom 1950, S. 71 (Anm.
Brilssel 19072, S. 13 u. Taf. IKK; G. Migeon, Les Arts 251); BERTELLI S･ 246; SETTIs-FRuGoNI S. 180 (Anm.
du Tissu, Paris 1909, S. 2I; O. v. Falke, Kunstgeschi. 97) u･ Fig･ 53･
chte der Seidenweberei, Berlin I913, S. 57 u. Fig. 74;
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Palermo, Cappella Palatina.
Gemalte Decke des 12 Jhs.
70
. Abbildungen alter Kunstwerk, Konstanz 1832,
ver6ffentlicht).
Sandsteinrelief des 12. Jhs. (zwischen 1173 und
1180).
O. Homburger, Materialen zur Baugeschichte der
zweiten Kirche zu Peterhausen bei Konstanz. in:
Oberrheinische Kunst, II. 1926127, S. 153 ff. u. Taf.
79; HAMANN S. 52 ff. u. Abb. 2-3; pFlsTER S. 333;
HoLL Sp. 96; SETT[s-FRuGoNi S. 284 f. u. Fig. 94.
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R pt. s .･xlbo" ".. ,
I .. t .l ･   . 'l l' 1'-- - ttt /,xAgoune (Schweiz), Eglise de Saint-Maurice. .L ,i
Email auf der Golc'kanne. .I'M. Rosenberg. Geschichte der Goldschmiedekunst; ...
-
ee
Zellenschmelz, III. 1921, Fig. 46; A. Alf61di, Die '
Goldkanne von Saint Maurice d'Agoune, in: Zeit-
schrift fUr Schweizerische Archaeologie und Kunst-
geschichte, X, 1948, S. 1 ff.; RicE S. 216; SETvs-
FRuGoNi S. 187 (Anm. 115).                                          102loo ZUrich, GroBmUnster.Genf, Musee d'art et dhistoire. Pfeilerkapitell.
Kapitell des 11. Jhs. aus der Kathedrale St. AbgekUrzte Parstellungeinervon zwei Greifien
Peter in Genf. getragenen Figur.W. Deonna, Chapiteaux de la cathedrale Saint Pierre STAMMLER Sp. 338･
a Geneve, in: Genava. XXV. 1947, S. 57 u. Tafl 8;sETTIs-FRuGoNI S. 283. 103
Fritzlar, Dom.
Kapitell aus dem Anfang des 13. Jhs.
Ein nackter Mann sitzt auf den zusammenge-
wachsenen Schweifen von zwei hochstrebenden
Greifen.
STAMMLER Sp. 339.
104
Worms, St. Paul, Chor.
Kapitell.
101 sTAMMLER Sp. 340.Petershausen bei Konstanz, Klosterkirche,
Portal. (Eine Zeichnung des Portals ist in dem 105
Buch von J, Bergman.n, Sammlung der VOr- Koln, Dom.
Z,".$i.CRiS,teB",dlYS,rkKW.".r,dti,g.k,eilesn2s,dg;h,G/tr,O.Bh.e.rd' Miserikordieumi34o.
Zeichnungen der Reliefs sind in N. Hug, Zwei geflUgelte Wesen packen einen Mann an
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der Schulter; dieser sitzt ruhig, mit Uberge- Atti del Convegno internazionale sul tema: 1'Oriente
schlagenen Beinen, und legt seine Hande uber cristiano nella Storia della Civilta. Rom lg64, s.
den Knien zusammen (die FuBe sind zerst6ro. 682 f-; SETTis-FRuGoNi S. 282.
B. v. Tieschowitz, Das ChorgestUhl des kdlner Domes.Berlin 1930, Taf. 92 u. S. 27; sTAMMLER sp. 3r,7; 109
SETTis-FRuGoNi S･ 285･ Amboise, Saint--Denis.
CAHIER S. 214 f.
106
Jak (Ungarn), Kirche.
Relief des n6rdlichen Nebenchores, um 1280.                                                110HAMANN S. 58 u. Abb. 9; G. de Francovich, La cor-rente comasca nella scultura romanica europea, in: Caen･
,R,il ･,g.e.iil,i-SF.d.i.A..rc,.h,eo. iig,Yi･ i937!38･ S･ ii5 u･ Fig. K.pit,11.
D. J. A. Ross, Alexander and the Faithless Lady:
a Submarine Adventure (an inaugural lecture deli-
vered at Birckbeck College), London 7th Nov. 1967,
S. 5; SETTIs-FRuGoNI S. 282.
Adeline, Les Sculptures Grotesques, S. 10. III;
MEissNER S. 185; F. X. Kraus, Christliche Kunst, l(,
1, Freiburg i. Br. I897, S. 403; PANZER S. 9; SETTis-
FRuGoNi S. 283.
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Leningrad (Ermitage) und Kopenhagen.
Romanische Brettsteine.
A. Goldschmidt. Die Elfenbeinsklupturen, 3, Berlin
(1914) Abb. 195 u. 246; sTAMMLER Sp. 341.
108
Poitiers, Eglise de Ste. Radegonde
Kapitell.
A. Prandi, Il Salento provincia dell'arte bizantina, in:
72
Urcel bei Laon, Kirche. Lund (Schweden), Kathedrale, n6rdliches Sei-
cAHIER S. 173 u. Fig. B; pANzER S. 9;SETTIs-FRuGoNI tenSChiff.
S･ 282･ Unvollendetes Kapitell aus der ersten Halfte
,..ig.,.g.E-it"ss.g.s .?.. .r' "' 'i" ve .. ..,. '`' "i `' "ie, f[IS,:,S,,l,lii.' ,Jhsi'72 .. Fig. 4s;sETTis-FRuGoNi s. 2ss u･
                                   ts Fig. 95. -.ug〉･,i,,ilisic
       v   l, x ･"` 'ilr'
'di･･ ;II i
rs'
:
                     .Il:. Nx 'if'"'tsx(ti ,l.:
 :;,S,X .Y6.-t. ,tti,i',,;'
            -/dV - .' .. L/' .' l". `' . - "` '- 'LT Ls,r :) ili lj'
    .f', f -fl〉 ･' g. , / ii. ,
x
Ks  t ;      'tf !
:a" ' ' ･. t･; ''J ., ,' -:- Ftw,.,' ･/ ': t,, -
113
Le Mans, Kathedrale.
j
i
Kapitell. -:- g,fl.ptcAHIER S. 171; pANzER S. 9; LooMIs S. 178.
Lund, Kloster der Allerheiiigcn.
Kapitell.
L'oRANGE S. 72 u. Fig. 49; SETTis-FRuGoNi S. 285.
114 I(Fi.g6･sETTIs-FRuGoNIS 285Conques, Sainte Foy, nordliches Querschiff.
Kapitell, Ende des 11. Jhs. oder Anfang dcs
12. Jhs.
SETTIs-FRuGoNI S. 285.
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Fardheim (Insel Gotland Schweden), Kirche.
Portalrelief aus der zweiten Halfte dcs 12. Jhs.
H. Ronge, Konung Alexander, Uppsala 1957, Taf.  g), ･･I
"
Kreuz des 10. Jhs.
"-
.kt
,
1
73
